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心の目を鍛えて、物事や人の心を深く知り、
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心の目を鍛えて、物事や人の心を深く知り、
人生楽しく生きます。
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輝くひと 蔦田 貴彦さん

世紀の盛典を別府で開催

立命館創始130年・学園創立100周年記念
立命館アジア太平洋大学開学式典＆
2000年度全国校友大会　

喜びの時を迎えて
ありがとう、よろしく、APU

校友会ネットワークアジア特集

RITSUMEI  INTERVIEW 
自分を見つめ今こそ仕事でハッピーに！　　石川純一さん

りつめい誌上土曜講座
定期借家制度と居住権保障－健康で文化的な生活の実現を考える－
松本克美法学部教授

われら立命人
「環境保護」の視点から社会の仕組みをデザインしたい
竹田圭一さん 畑野裕亮さん

子どもたちを語る
異文化に触れ成長する子どもたち

立命館秘話
立命館草創の地 東三本木「清輝楼」と記念碑の建立

法学部創立百周年記念事業のご案内 ほか　

立命館ファミリーカードコーナー　

シドニーオリンピックで輝け！　
－シンクロナイズドスイミングで活躍する立命館大学生たち－

マルチカルチュラルキャンパスの学生たち
キャンパストピックス　　　　　

学生のスポーツ＆イベント
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C O N T E N T S

蔦田 貴彦さん　（平3産社）

T a k a h i k o T s u t a d a

親しみを込めて、貴さんと呼ばせてもらう。 お隣は、ニュージーラ
ンド生まれの盲導犬フラッシュ。そう、貴さんは全盲である。
走り幅跳びの選手として活躍し、卒業後は大手運送会社に勤務して
いた貴さんだが、95年秋、髄膜炎に罹患。奇跡的に7ヵ月間の昏睡状
態を脱した時には視覚と嗅覚を失っていた。
妻の知子さん（平5産社）が1年間休職し、つきっきりで彼を支え
た。それほど不自由だった。ひとりで外出するとなれば、まさに決死
の覚悟。ある日、最寄りのポストに向かったが迷ってしまう。通りが
がりの人の「こっちですよ」の声に救われ無事投函できたとき、人々
の拍手が彼を包んだ。同情や哀れみがあたたかい励ましに変わった瞬
間だった。これで吹っ切れ、ぶつかり、落ち、はまる毎日が前向きで
楽しいものに変わった。
彼はいくつもの学校で児童・生徒と交流した。「貴さん、○○小

（学校名）です！」街で彼を見かけると子供たちはこう呼びかける。
「僕自身、かつて障害者には声をかけられなかった。だから会話のき
っかけにと、合い言葉をつくったんです」。子供たちの母親、その周
囲の人…、貴さんから広がる心のバリアフリー。「みんなにエネルギ
ーをもらって一投入魂」、陸上競技の練習を再開し、98年ジャパンパ
ラリンピック砲丸投げでは新記録での優勝も果たした。
フラッシュが貴さんに与えた希望と喜びは言うまでもない。一方で、
盲導犬が社会に受け入れられていない現実に直面、全国盲導犬施設連
合会による「盲導犬同伴可」ステッカー貼りの活動にもエネルギーを
注ぐ。貼付を受け入れてくれた公共施設や飲食店は、地元交野・枚方
を中心に1000箇所を越えた。彼が人々と築いたネットワークの力の
賜である。
「目が見えなくなってよかった。心で見れば本質が見えます。知子の
姿も、立命館で出会った時のまま一生変わりませんしね（笑）」。
今春、神戸にある鍼灸学校に入学、寮生活を始めた。日本一明るい
障害者貴さんは、心も癒せる鍼灸士を目指し、更なる一歩をいま踏み
出した。 （写真・文 小幡 豊）

貴彦さん＆知子さんのＨＰ　http://www.vega.or.jp/̃tomotuta
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5月20日（土）、別府市・ビーコンプラザにて、

学園創立以来最大規模の盛大な記念式典＆校友大会が開催された。

父母教育後援会総会も同時に開かれた。

式典会場には2000名を超える校友など全国から4500名以上が参集、

並行して別府公園で行われたAPU開学祭には別府市民を含めてのべ3万5000人が足を運び、

別府市一帯は立命館の祝賀ムードに包まれた。

世紀の盛典を別府で開催

5月20日（土）、別府市・ビーコンプラザにて、

学園創立以来最大規模の盛大な記念式典＆校友大会が開催された。

父母教育後援会総会も同時に開かれた。

式典会場には2000名を超える校友など全国から4500名以上が参集、

並行して別府公園で行われたAPU開学祭には別府市民を含めてのべ3万5000人が足を運び、

別府市一帯は立命館の祝賀ムードに包まれた。

3

立命館創始130年・学園創立100周年記念
立命館アジア太平洋大学開学式典
＆2000年度全国校友大会

立命館創始130年・学園創立100周年記念
立命館アジア太平洋大学開学式典
＆2000年度全国校友大会
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ジ
ョ
ン
・
Ｇ
・
ラ
ギ
ー
国
連
事
務
総
長
特

別
補
佐
を
は
じ
め
、
三
二
カ
国
の
駐
日
大
使
、

ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
・
コ
ミ
ッ
テ
ィ
の
方
々
、

平
松
大
分
県
知
事
、
井
上
別
府
市
長
、
文
部

省
・
外
務
省
・
高
等
教
育
関
係
者
な
ど
を
招

き
、
標
記
式
典
を
挙
行
し
た
。
長
田
豊
臣
総

長
の
主
催
者
挨
拶
、
ご
来
賓
よ
り
賜
っ
た
祝

辞
、
Ａ
Ｐ
Ｕ
第
一
期
生

の
決
意
表
明
、
そ
し
て

川
本
八
郎
理
事
長
の
謝

辞
、
す
べ
て
が
立
命
館

と
二
一
世
紀
の
世
界
と

を
結
ぶ
力
強
い
メ
ッ
セ

ー
ジ
で
あ
っ
た
。

同
ホ
ー
ル
で
引
き
続
き
行
わ
れ
た
校
友
大

会
第
一
部
に
は
、
約
一
七
〇
〇
人
（
教
職
員

含
め
約
二
〇
〇
〇
人
）

が
参
加
、
過
去
最
大
規

模
で
あ
っ
た
昨
年
度
の

大
会
を
は
る
か
に
し
の

ぐ
盛
会
と
な
っ
た
。
ア

ジ
ア
色
の
濃
い
祭
典
に

ふ
さ
わ
し
く
、
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
は
伍
芳
さ
ん

（
平
８
産
社
）
の
中
国
古

筝
演
奏
。
河
原
四
郎
校

友
会
長
の
挨
拶
・
今
回

ご
尽
力
い
た
だ
い
た
九
州
各
県
校
友
会
会
長

な
ど
の
紹
介
を
挟
み
、

民
謡
歌
手
大
野
実
佐
子

さ
ん
（
平
６
産
社
）
と

風
流
打
楽
祭
衆
の
ジ
ョ

イ
ン
ト
ス
テ
ー
ジ
で
賑

や
か
に
幕
を
閉
じ
た
。

夜
に
は
、
ツ
ア
ー
を

組
ん
で
や
っ
て
き
た
校

友
会
各
団
体
が
、
そ
れ

ぞ
れ
の
宿
で
宴
に
興

じ
、
懇
親
を
深
め
た
。

記念式典・校友大会

▼中国・九州地方の各県校友会メンバーは、バスを仕立てて続々と会場入りした。

「APUができると決まったとき、
ぜひ別府で全国校友大会をと大
学に提言しました。今日を迎え
ることができ、感慨深いものが
あります」

（校友会九州連合会長 日下部茂
さん・昭19法文・写真右、大分
県校友会前会長 木本康郎さん・
昭30経済・写真左）

「息子が法学部2回生ですので、
私は校友大会に、妻は父母教の
総会に出席します。立命館の教
学環境の変化の大きさを思うと、
隔世の感があります」

（大分市在住 田中一則さん・昭
53経営）

▲大分県校友会は、特別体制で会場での受付
や各種案内業務に協力。大分県在住校友の参
加は、家族込みで300人にものぼった。
「APU開学で、大分県校友にとって母校が再
び身近になりました。APUが地域に溶け込め
るように協力します」（幹事長 岡崎信行さ
ん・昭41法・写真右から2人め）

▲会場周辺のあちこちに校友会の幟が。「遠方
へ出かけることで準備に苦労はあったものの、
そのぶん組織がまとまり楽しかったです」（岐
阜県校友会副会長 小倉正紀さん・昭39法・
写真中央）

Commemorative Celebrations /
Alumni Association 
General Meeting

大賑わいの受付

▲
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ビ
ー
コ
ン
プ
ラ
ザ

に
隣
接
し
た
別
府
公

園
で
は
、
同
日
朝
か

ら
Ａ
Ｐ
Ｕ
開
学
祭
が

行
わ
れ
た
。
国
際
色

豊
か
な
Ａ
Ｐ
Ｕ
学
生

が
、
多
彩
な
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
や
自
国
の

代
表
的
料
理
を
ス
テ

ー
ジ
や
模
擬
店
屋
台

で
披
露
、
市
民
の
喝

采
を
浴
び
た
。
京
都

か
ら
は
立
命
館
大
学

の
学
生
も
駆
け
つ
け
、

祭
り
に
花
を
添
え
た
。

夕
方
か
ら
は
、
公

園
内
の
特
設
ス
テ
ー

ジ
で
、
校
友
大
会
第

二
部
「
校
友
会
コ
ン

サ
ー
ト
」
を
開
催
。

舞
台
前
の
芝
生
広
場

は
校
友
・
市
民
ら
多

数
の
観
客
で
埋
ま
っ
た
。
ば
ん
ば
ひ
ろ
ふ
み

さ
ん
（
昭
48
経
）
・
杉
田
二
郎
さ
ん
（
昭
49

文
）
・
友
情
出
演
の
小
室
等
さ
ん
に
よ
る
、

学
生
時
代
を
思
い
起
こ
さ
せ
る
懐
か
し
い
歌

に
、
あ
た
た
か
い
拍
手
と
歓
声
が
送
ら
れ
て

い
た
。

■立命館創始130年・学園創立100周年記念立命館アジア太平洋大学開学式典＆2000年度全国校友大会

五
月
二
〇
日
・
二
一
日
の
両
日
、
開
学
式

典
の
来
賓
・
校
友
や
別
府
市
民
な
ど
に
Ａ
Ｐ

Ｕ
キ
ャ
ン
パ
ス
が
公
開
さ
れ
た
。
来
学
者
は

の
べ
五
〇
〇
〇
人
に
の
ぼ
り
、
別
府
市
の
山

手
に
そ
び
え
る
Ａ
Ｐ
Ｕ
の
美
し
い
た
た
ず
ま

い
と
先
進
的
な
設
備
に
、
感
嘆
の
声
が
あ
が

っ
て
い
た
。

APUキャンパス見学会

▲開学祭の目玉イベント、ネット
アート。人気タレントのチューヤ
ン（写真）による原画を、1000
人の幼稚園・保育園児が巨大な網
にカラーチップを貼り付けて再
現。公園に掲示した。

▲表札の店「まるさん」。APU留
学生らが日・英・韓・中・タイ・
アラビアの各国語でネームプレー
トを書いてくれる。

▲コンサート会場の脇に、「校友
会APU正門募金」募金者一覧の
ボードを掲示。自らの名前を確か
める校友。

▲九州各県校友会ゆかりの屋台も
出店。コンサート開始後に無料で
供された「ゆふいんビール」の前
には人だかりが。

▲写真左から、ばんばさん・杉田さ
ん・小室さん。アンコールで「あか
き血潮」を熱唱。

▲APUからは別府名物「地獄めぐり」も
すぐできる。写真は海地獄・血の池地獄。

広島県東部校友会の一団。▲

APU Campus Tour

▲正門をバックに記念撮影をす
る校友たち。

▲校友会からの寄贈を記す正門
の銘文。

あざやかな民族衣裳の学生

▲

APU Opening Festival / 
Alumni Association Concert

APU開学祭・校友会コンサート
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記
念
式
典
の
行
わ
れ
た
五
月
二
〇
日
は
、
校
友
・
学
生
・
教
職
員
な
ど
立
命
館
関
係
者
の
す
べ
て
、

そ
し
て
Ａ
Ｐ
Ｕ
の
地
元
大
分
県
・
別
府
市
の
人
々
に
と
っ
て
特
別
の
感
慨
を
も
た
ら
す
日
と
な
っ
た
。

式
典
を
終
え
て
の
感
想
や
、
Ａ
Ｐ
Ｕ
の
今
後
に
対
す
る
期
待
・
決
意
を
語
っ
て
い
た
だ
い
た
。

びの時を迎えて

坂本和一
さかもと・かずいち

立
命
館
一
〇
〇
年
の
蓄
積
が
開
花
し
た

盛
大
な
記
念
式
典

●
坂
本

入
学
式
に
続
き
、
昨
日
は
晴
れ
て

「
立
命
館
創
始
一
三
〇
年
・
学
園
創
立
一
〇

〇
周
年
記
念
、
立
命
館
ア
ジ
ア
太
平
洋
大
学

開
学
式
典
」
を
挙
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
立
命
館
か
ら
世
界
へ
二
一
世
紀
に
向
け

た
格
調
高
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
す
る
、
レ

ベ
ル
の
高
い
式
典
が
で
き
、
非
常
に
満
足
で

嬉
し
く
、
す
が
す
が
し
い
気
持
ち
で
あ
り
ま

す
。
関
係
の
皆
様
、
こ
と
に
校
友
会
の
皆
様

に
は
大
変
お
世
話
に
な
り
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

●
中
野

記
念
式
典
と
合
わ
せ
て
、
全
国
校

友
大
会
も
こ
こ
別
府
の
地
で
開
い
て
い
た
だ

い
た
こ
と
に
は
、
本
当
に
感
激
し
て
い
ま
す
。

多
く
の
校
友
が
喜
び
、
母
校
愛
も
倍
加
し
、

立
命
館
一
〇
〇
年
の
歴
史
の
中
で
生
ま
れ
た

Ａ
Ｐ
Ｕ
を
支
援
し
て
い
こ
う
と
い
う
決
意
を

一
段
と
強
く
持
た
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
無

事
に
行
事
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
、
地
元
大

分
県
校
友
会
と
し
ま
し
て
は
、
ほ
っ
と
胸
を

な
で
お
ろ
し
て
お
り
ま
す
。

●
半
田

僕
は
、
立
命
館
大
学
学
生
を
代
表

し
て
式
典
に
参
列
し
ま
し
た
が
、
オ
ー
ル
立

命
館
が
ど
れ
だ
け
社
会
か
ら
期
待
さ
れ
て
い

る
か
を
知
り
、
自
分
の
大
学
に
つ
い
て
認
識

を
新
た
に
し
た
と
い
う
の
が
率
直
な
感
想
で

す
。
そ
れ
か
ら
、
こ
の
度
の
開
学
祭
な
ど
で

Ａ
Ｐ
Ｕ
の
新
入
生
の
皆
さ
ん
と
接
し
て
み

て
、
僕
た
ち
が
こ
れ
ま
で
立
命
館
大
学
で
行

っ
て
き
た
様
々
な
活
動
を
振
り
返
る
と
と
も

に
、
そ
れ
を
土
台
と
す
る
こ
れ
か
ら
の
新
し

い
活
動
の
あ
り
方
の
展
望
を
持
つ
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
そ
の
第
一
歩
が
正
式
に
踏
み
出

さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
、
昨
日
は
学
生
に
と

っ
て
も
非
常
に
大
き
な
意
味
の
あ
る
日
で
あ

っ
た
と
思
い
ま
す
。

●
大
山

昨
日
の
式
典
で
Ａ
Ｐ
Ｕ
学
生
を
代

表
し
て
ご
挨
拶
す
る
こ
と
が
で
き
、
本
当
に

良
い
機
会
を
与
え
て
い
た
だ
い
た
と
感
謝
し

て
い
ま
す
。
と
て
も
緊
張
し
ま
し
た
が
、
こ

れ
を
成
長
の
糧
に
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。
式

典
を
目
の
当
た
り
に
し
た
感
想
は
「
す
ご
い
」

の
一
言
で
す
。
立
命
館
の
歴
史
の
重
み
と
こ

れ
ま
で
の
努
力
の
数
々
が
社
会
全
体
に
認
め

ら
れ
た
結
果
、
あ
れ
だ
け
の
立
派
な
式
典
が

成
功
し
た
の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

●
Ｔ
Ａ
Ｙ

私
も
、
ネ
イ
テ
ィ
ブ
ス
ピ
ー
カ

ー
で
は
な
い
の
に
英
語
で
挨
拶
し
ま
し
た
の

で
、
大
変
緊
張
し
ま
し
た
。
立
命
館
学
園
に

つ
い
て
は
、
ま
だ
十
分
に
理
解
で
き
て
い
る

と
は
い
え
な
い
の
で
す
が
、
そ
の
規
模
の
大

き
さ
や
日
本
の
教
育
界
に
お
い
て
重
要
な
位

置
に
あ
る
こ
と
が
昨
日
の
式
典
で
よ
く
分
か

り
、
Ａ
Ｐ
Ｕ
は
単
な
る
新
設
大
学
と
は
違
う

ん
だ
と
心
強
く
な
り
ま
し
た
。

立
命
館
の
大
船
に
乗
っ
た
気
持
ち

Ａ
Ｐ
Ｕ
第
一
期
生

●
坂
本

学
園
創
立
一
〇
〇
年
と
い
う
節
目

に
Ａ
Ｐ
Ｕ
が
開
学
し
、
次
の
世
紀
に
踏
み
出

す
と
い
う
こ
と
、
こ
れ
が
重
要
な
点
だ
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。
校
友
の
皆
さ
ん
が
営
々
と

築
き
あ
げ
た
土
台
が
な
け
れ
ば
、
こ
の
よ
う

な
立
派
な
形
で
の
開
学
は
の
ぞ
む
べ
く
も
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
一
七
〇
〇
名
を
超
え
る

校
友
の
方
々
に
遠
方
か
ら
は
る
ば
る
ご
参
集

い
た
だ
い
た
お
か
げ
で
盛
大
な
式
典
に
な
り

ま
し
た
し
、
正
門
も
ご
寄
付
い
た
だ
き
、
本

当
に
有
り
難
く
存
じ
ま
す
。
Ａ
Ｐ
Ｕ
を
訪
ね

て
お
い
で
の
方
々
は
、
あ
の
力
強
い
門
に
ま

ず
感
動
な
さ
る
わ
け
で
す
。

●
Ｔ
Ａ
Ｙ

私
た
ち
留
学
生
に
対
し
て
も
手

厚
い
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
実
は
私
が
Ａ
Ｐ
Ｕ
へ
の
進
学
を

決
め
た
と
き
、
周
囲
に
は
「
日
本
の
新
設
大

学
へ
行
く
ん
で
す
っ
て
？
」
と
疑
念
を
含
ん

立命館アジア太平洋大学学長

中野秀勝
なかの・ひでかつ
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立命館大学学友会中央常任委員長



だ
言
葉
を
投
げ
か
け
た
人
も
い
た
の
で
す
。

で
も
、
こ
ん
な
に
も
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
た
だ

け
る
と
い
う
こ
と
で
、
と
て
も
嬉
し
い
で
す
。

●
大
山

僕
ら
を
二
三
万
も
の
先
輩
方
が
支

え
て
下
さ
っ
て
い
る
ん
で
す
ね
。
二
つ
の
大

学
に
か
か
わ
る
人
み
ん
な
で
立
命
館
の
新
し

い
歴
史
を
作
っ
て
い
け
る
と
い
う
の
は
、
僕

た
ち
に
と
っ
て
も
興
味
深
い
こ
と
で
す
。

●
坂
本

既
に
双
方
の
学
生
の
交
流
も
始
ま

っ
て
い
ま
す
。
い
ま
Ａ
Ｐ
Ｕ
に
い
る
の
は
一

期
生
ば
か
り
だ
か
ら
、
ま
ず
は
立
命
館
大
学

か
ら
先
輩
を
派
遣
し
よ
う
と
い
う
こ
と
で
す

ね
。
同
一
法
人
内
の
大
学
同
士
だ
っ
た
ら
自

然
と
そ
う
な
る
と
い
う
も
の
で
は
な
い
と
思

い
ま
す
。
こ
れ
は
立
命
館
が
長
年
培
っ
て
き

た
気
風
と
言
い
ま
す
か
、
学
生
諸
君
の
心
意

気
の
現
れ
な
ん
で
す
。
立
命
館
の
名
の
も
と

に
一
体
性
を
も
っ
て
協
力
し
て
事
を
進
め
て

い
こ
う
と
い
う
こ
と
を
、
皆
が
、
特
に
学
生

が
肝
に
銘
じ
て
努
力
し
て
い
る
。
こ
れ
は
大

変
立
派
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
お
互
い
に
キ

ャ
ン
パ
ス
が
う
ん
と
広
が
っ
た
ん
で
は
な
い

で
す
か
。

●
半
田

そ
う
で
す
ね
。
立
命
館
大
学
か
ら

は
、
二
〇
名
ほ
ど
の
代
表
団
「
Ｒ
ｉ
ｔ
ｓ
サ

ポ
ー
タ
ー
」
が
Ａ
Ｐ
Ｕ
へ
出
か
け
、
新
入
生

を
サ
ポ
ー
ト
し
た
わ
け
で
す
が
、
主
な
目
的

は
国
際
学
生
の
援
助
と
開
学
祭
な
ど
の
イ
ベ

ン
ト
企
画
の
手
助
け
、
そ
し
て
Ａ
Ｐ
Ｕ
に
お

い
て
こ
れ
ら
の
リ
ー
ダ
ー
格
と
な
る
学
生
を

育
て
る
こ
と
で
し
た
。
サ
ポ
ー
タ
ー
の
何
人

か
か
ら
話
を
聞
く
と
、
Ａ
Ｐ
Ｕ
学
生
の
溢
れ

ん
ば
か
り
の
自
立
心
と
、
新
し
い
も
の
を
作

っ
て
い
こ
う
と
す
る
パ
ワ
ー
に
触
発
さ
れ

て
、
立
命
館
大
学
の
学
生
の
や
る
気
も
自
ず

と
高
ま
っ
た
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
知
り
合

っ
た
ば
か
り
の
学
生
た
ち
が
一
つ
の
も
の
を

作
り
上
げ
る
過
程
で
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
が
難
し
い
面
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
が
、

得
ら
れ
た
成
果
は
困
難
を
差
し
引
い
て
大
い

に
余
り
あ
る
も
の
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で

す
。
特
に
留
学
生
と
の
交
流
で
は
、
外
国
の

多
様
な
文
化
に
触
れ
て
楽
し
か
っ
た
と
い
う

こ
と
に
と
ど
ま
ら
ず
、
自
分
の
国
で
あ
る
日

本
の
こ
と
を
よ
り
強
く
意
識
す
る
よ
う
に
な

り
、
異
文
化
の
相
互
理
解
に
つ
い
て
よ
り
い

っ
そ
う
学
び
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た

と
、
皆
口
を
揃
え
て
い
ま
す
。
衣
笠
の
学
園

祭
担
当
の
学
生
は
、「
こ
れ
ま
で
に
な
か
っ

た
発
想
で
非
常
に
参
考
に
な
っ
た
。
今
年
の

学
園
祭
が
楽
し
み
だ
」
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
他
に
も
、
朝
鮮
文
化
研
究
会
や
Ｅ
Ｓ
Ｓ

な
ど
の
団
体
も
、
Ａ
Ｐ
Ｕ
の
学
生
と
交
流
し

た
い
と
明
確
に
方
針
を
打
ち
出
し
て
い
ま
す
。

●
大
山

ち
ょ
っ
と
話
が
変
わ
り
ま
す
が
、

僕
は
入
学
前
に
友
達
か
ら
言
わ
れ
た
ん
で
す

よ
。
異
文
化
交
流
は
魅
力
的
だ
け
れ
ど
も
、

宗
教
問
題
な
ん
か
は
ど
う
な
る
の
っ
て
。
先

日
、
Ａ
Ｐ
ハ
ウ
ス
で
宗
教
活
動
に
つ
い
て
ち

ょ
っ
と
し
た
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
っ
た
と
耳
に
し

ま
し
た
。
今
後
こ
う
い
う
事
態
に
ど
う
対
処

し
て
い
く
べ
き
か
と
、
現
実
的
な
問
題
と
し

て
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

●
Ｔ
Ａ
Ｙ

今
の
話
は
と
て
も
セ
ン
シ
テ
ィ

ブ
な
問
題
で
す
ね
。
私
は
多
民
族
国
家
で
あ

る
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
出
身
で
す
。
シ
ン
ガ
ポ

ー
ル
は
中
国
系
、
マ
レ
ー
系
、
イ
ン
ド
系
、

ア
ラ
ブ
系
と
い
っ
た
様
々
な
人
々
が
人
種

間
、
宗
教
間
の
対
立
を
乗
り
越
え
て
国
家
と

し
て
ま
と
ま
り
、
成
功
し
て
い
ま
す
。
私
は
、

各
国
の
文
化
を
ど
ん
ど
ん
見
せ
合
え
る
環
境

を
早
く
作
り
上
げ
て
、
な
ん
で
も
当
た
り
前
、

普
通
の
も
の
に
し
て
い
く
、
こ
れ
が
有
効
だ

と
思
う
ん
で
す
。
は
じ
め
は
異
質
だ
と
思
っ

て
も
、
触
れ
て
い
く
う
ち
に
何
で
も
な
く
な

り
ま
す
よ
。
そ
し
て
そ
れ
を
尊
重
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。
だ
か
ら
、
今
週
は
チ
ャ
イ

ナ
ウ
ィ
ー
ク
、
来
週
は
タ
イ
ウ
ィ
ー
ク
と
い

う
い
ま
行
わ
れ
て
い
る
試
み
は
、
と
て
も
い

い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
私
の
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
で
の
経
験
が
皆
さ
ん
の
お
役
に
立
つ
な

ら
、
お
手
伝
い
し
た
い
で
す
。

世
界
の
協
力
関
係
の
縮
図
を

Ａ
Ｐ
Ｕ
に
、
地
元
別
府
に
具
現
化
し
た
い

●
中
野

立
命
館
の
歴
史
に
、
そ
し
て
日
本

の
教
育
そ
の
も
の
に
対
し
て
、
Ａ
Ｐ
Ｕ
は
大

き
な
影
響
を
与
え
た
わ
け
で
す
が
、
こ
と
に

大
分
県
・
別
府
市
に
と
っ
て
の
イ
ン
パ
ク
ト

は
非
常
に
強
い
。
こ
の
大
分
県
で
の
開
学
を

ご
決
断
下
さ
っ
た
学
園
と
、
そ
れ
を
受
け
入

れ
た
大
分
県
・
別
府
市
に
対
し
、
私
共
地
元

校
友
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
心
か
ら
敬
意
を

表
し
、
感
謝
と
お
礼
を
申
し
上
げ
た
い
と
思

い
ま
す
。
五
年
前
に
な
り
ま
す
か
、
大
分
県

は
じ
め
九
州
一
円
の
校
友
会
幹
部
が
大
分
市

内
の
ホ
テ
ル
に
集
ま
っ
て
学
園
か
ら
Ａ
Ｐ
Ｕ

の
設
置
構
想
を
伺
い
ま
し
た
。
ま
さ
に
青
天

の
霹
靂
と
言
う
べ
き
驚
き
と
、
同
時
に
喜
び

が
込
み
上
げ
て
き
た
も
の
で
す
。
見
事
開
学

が
か
な
っ
た
今
、
大
分
県
の
文
化
の
向
上
と

活
性
化
に
貢
献
し
、
地
元
の
皆
さ
ん
か
ら
喜

ば
れ
る
大
学
に
な
っ
て
い
た
だ
き
た
い
で
す

7
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8

し
、
国
際
化
と
か
ボ
ー
ダ
ー
レ
ス
と
か
い
っ

た
言
葉
だ
け
が
一
人
歩
き
す
る
の
で
は
な
く

て
、
ぜ
ひ
実
体
を
伴
う
形
で
我
々
に
見
せ
て

欲
し
い
と
思
い
ま
す
。
Ａ
Ｐ
Ｕ
建
学
の
理
念

に
つ
い
て
は
各
種
報
道
が
な
さ
れ
て
い
ま
す

け
れ
ど
も
、
地
元
に
い
て
も
ま
だ
よ
く
わ
か

っ
て
い
な
い
校
友
も
た
く
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ

る
と
思
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
校
友
の
皆
さ

ん
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
ま
ず
門
戸
を
広
げ
、

学
生
と
懇
談
し
て
も
ら
っ
て
、
そ
の
結
果
皆

が
Ａ
Ｐ
Ｕ
を
よ
り
深
く
理
解
す
る
よ
う
に
な

れ
ば
嬉
し
い
の
で
す
。
我
々
も
地
元
で
校
友

会
活
動
を
す
る
に
あ
た
り
、
こ
れ
か
ら
は
こ

の
よ
う
な
視
点
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

●
坂
本

地
域
と
の
密
接
な
結
び
つ
き
は
、

Ａ
Ｐ
Ｕ
の
発
展
に
と
っ
て
非
常
に
重
要
な
ポ

イ
ン
ト
で
す
。
地
域
に
深
く
根
差
せ
な
い
よ

う
で
は
、
真
に
国
際
性
を
持
つ
こ
と
も
で
き

な
い
と
私
は
考
え
て
い
ま
す
。
と
い
う
の
は
、

地
元
と
の
つ
な
が
り
が
浅
け
れ
ば
、
別
府
市

民
は
学
生
、
こ
と
に
留
学
生
に
親
近
感
を
持

て
ま
せ
ん
ね
。
そ
う
い
う
状
態
で
は
、
留
学

生
が
満
足
度
の
高
い
勉
学
生
活
を
送
る
こ
と

は
望
め
な
い
。
も
し
こ
ん
な
こ
と
に
な
っ
た

ら
、
Ａ
Ｐ
Ｕ
は
国
際
大
学
と
し
て
育
つ
こ
と

は
で
き
な
い
ん
で
す
よ
。
で
す
か
ら
立
命
館

は
、
こ
の
点
に
は
特
に
力
を
注
い
で
ま
い
り

ま
し
た
。

●
大
山

い
ま
Ａ
Ｐ
ハ
ウ
ス
に
い
る
留
学
生

も
、
来
年
は
別
府
の
街
に
下
り
て
生
活
を
始

め
ま
す
。
市
民
の
方
と
本
格
的
に
交
流
が
は

じ
ま
る
わ
け
で
、
そ
の
時
が
楽
し
み
で
す
ね
。

市
民
、
留
学
生
、
そ
し
て
日
本
人
学
生
で
あ

る
僕
た
ち
が
一
体
化
し
て
は
じ
め
て
、
別
府

は
名
実
と
も
に
国
際
観
光
都
市
に
な
り
、
Ａ

Ｐ
Ｕ
も
本
当
の
国
際
大
学
に
な
れ
る
わ
け
で

す
か
ら
。

●
Ｔ
Ａ
Ｙ

そ
の
う
ち
に
英
会
話
を
教
え
る

ア
ル
バ
イ
ト
を
始
め
ま
す
の
で
、
市
民
の
方

と
お
会
い
で
き
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
る

ん
で
す
よ
。
Ａ
Ｐ
Ｕ
の
こ
と
を
ま
っ
た
く
知
ら

な
い
別
府
市
民
は
い
な
い
で
し
ょ
う
。
で
も

私
た
ち
留
学
生
は
市
民
の
皆
さ
ん
を
知
り
ま

せ
ん
。
そ
ん
な
の
は
お
か
し
い
で
す
か
ら
ね
。

●
中
野

先
生
方
と
一
緒
に
公
民
館
に
で
も

出
向
い
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
懇
談
の
機
会

な
ど
持
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
大
分
県

校
友
会
員
も
、
Ａ
Ｐ
Ｕ
の
学
生
諸
君
に
、
自

分
た
ち
の
勤
務
先
を
気
軽
に
見
学
に
来
て
ほ

し
い
、
当
地
の
豊
か
な
自
然
に
親
し
み
に
来

て
ほ
し
い
と
待
っ
て
お
り
ま
す
。
地
域
に
溶

け
込
む
た
め
の
お
手
伝
い
は
喜
ん
で
い
た
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
よ
。

●
坂
本

地
域
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
す

る
こ
と
、
こ
れ
は
立
命
館
の
伝
統
で
す
。
土

曜
講
座
等
を
通
じ
た
京
都
で
の
市
民
と
の
つ

な
が
り
、
Ｂ
Ｋ
Ｃ
の
あ
る
滋
賀
県
草
津
市
に

お
け
る
ま
ち
づ
く
り
積
極
参
画
、
そ
し
て
今

回
の
別
府
で
の
、
多
数
の
留
学
生
や
多
国
か

ら
の
教
職
員
ス
タ
ッ
フ
を
含
む
国
際
大
学
Ａ

Ｐ
Ｕ
と
地
域
と
の
つ
な
が
り
。
立
命
館
は
大

学
と
地
域
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
な
財
産
と

し
て
き
て
い
ま
す
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
あ
ら
ゆ
る
方
面
か
ら

の
ご
支
援
を
受
け
て
開
学
の
運
び
と
な
っ
た

Ａ
Ｐ
Ｕ
で
す
。
皆
様
の
ご
期
待
に
応
え
る
べ

く
努
力
し
て
い
く
こ
と
で
、
い
っ
そ
う
支

援
・
協
力
の
輪
が
広
が
っ
て
い
っ
て
く
れ
れ

ば
、
私
に
は
こ
の
上
な
い
喜
び
で
す
。

●
半
田

学
生
同
士
の
交
流
は
ま
だ
緒
に
つ

い
た
ば
か
り
で
す
が
、
今
後
壮
大
な
取
り
組

み
に
な
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
二
一
世
紀
は

ア
ジ
ア
が
中
心
に
な
る
新
し
い
時
代
で
す
。

日
本
の
教
育
界
で
い
ち
早
く
ア
ジ
ア
各
国
と

手
を
取
り
合
っ
た
の
が
Ａ
Ｐ
Ｕ
で
あ
り
、
そ

の
意
味
で
Ａ
Ｐ
Ｕ
は
時
代
を
先
取
り
す
る
可

能
性
を
十
分
に
持
っ
て
い
ま
す
。
僕
た
ち
学

友
会
で
も
、
平
和
に
向
け
て
の
取
り
組
み
等

を
し
て
い
ま
す
が
、
ア
ジ
ア
地
域
と
の
連
携

無
し
に
は
平
和
に
つ
い
て
も
語
れ
ま
せ
ん
。

こ
こ
で
も
新
し
い
流
れ
は
ア
ジ
ア
か
ら
始
ま

っ
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
Ａ
Ｐ
Ｕ
と
立
命
館
、

留
学
生
と
日
本
人
、
こ
の
相
互
の
協
力
関
係

は
、
世
界
を
動
か
す
可
能
性
を
内
包
し
て
い

る
と
僕
は
思
っ
て
い
ま
す
。
僕
た
ち
学
生
は

こ
の
環
境
の
中
で
二
一
世
紀
の
担
い
手
と
し

て
成
長
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

●
大
山
僕
た
ち
も
同
じ
で
す
。
立
命
館
大
学

の
学
生
の
皆
さ
ん
が
そ
う
思
っ
て
く
れ
て
い

る
と
、
心
強
く
、
と
て
も
嬉
し
い
で
す
。

●
中
野

次
世
代
の
、
世
界
の
協
力
関
係
の

縮
図
を
Ａ
Ｐ
Ｕ
の
中
に
見
出
す
こ
と
が
で
き

ま
す
ね
。
Ａ
Ｐ
Ｕ
に
は
そ
の
た
め
の
確
か
な

高
等
教
育
機
関
と
し
て
機
能
し
、
ぜ
ひ
世
界

の
人
々
か
ら
愛
さ
れ
る
存
在
に
な
っ
て
ほ
し

い
。
心
か
ら
期
待
し
て
い
ま
す
。

●
坂
本

い
よ
い
よ
Ａ
Ｐ
Ｕ
の
歩
み
が
本
格

的
に
始
ま
っ
た
わ
け
で
す
か
ら
、
い
っ
そ
う

気
持
ち
を
引
き
締
め
て
か
か
ろ
う
と
力
が
み

な
ぎ
っ
て
き
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
、
開
学
ま

で
の
ご
支
援
を
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
今
後
と
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

喜びの時を迎えて
座談会
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二
一
世
紀
は
立
命
館
と
ア
ジ
ア
の

躍
進
の
年
で
あ
る
の
を
確
信
す
る
昨

今
で
す
。
こ
れ
は
、
京
都
や
草
津
、

別
府
で
ご
活
躍
の
卒
業
生
、
現
役
、

教
職
員
並
び
に
そ
の
ご
家
族
に
つ
い

て
も
言
え
ま
す
が
、
一
九
八
八
年
七

月
七
日
設
立
の
、
立
命
館
大
学
タ
イ

国
校
友
会
に
つ
い
て
は
特
に
顕
著
で

す
。二

〇
世
紀
末
に
端
緒
す
る
世
界
経

済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
、
立
命
館
の

卒
業
生
に
も
波
及
。
理
工
系
の
優
秀
な
先
輩
か
ら

文
科
系
の
有
能
な
卒
業
生
ま
で
、
続
々
と
ア
ジ
ア

に
派
遣
さ
れ
、
こ
こ
タ
イ
国
校
友
会
の
顔
ぶ
れ
も
、

一
騎
当
千
の
支
社
社
長
や
工
場
長
、
オ
ー
ナ
ー
社

長
な
ど
で
、
立
命
館
の
優
秀
さ
や
企
業
か
ら
寄
せ

ら
れ
る
信
頼
と
期
待
の
強
さ
が
伺
え
ま
す
。

現
在
約
四

〇
名
を
擁
し
、

荒
川
（
昭
20

理
工
）
先
輩

を
筆
頭
に
、

タ
イ
女
性
と

家
庭
を
持
つ

野
村
や
田
畑

（
昭
63
産
社
）、

ま
た
、
バ
ン

コ
ク
日
本
人

学
校
を
卒
業

し
立
命
館
宇

治
高
校
に
長
女
を
進
学
さ
せ
て
い
る
光
明
（
昭
54

理
工
）、
パ
ン
ト
マ
イ
ム
で
は
タ
イ
国
第
一
人
者
の

矢
野
（
昭
57
法
）、
同
窓
生
夫
婦
で
チ
ェ
ン
マ
イ
で

タ
イ
シ
ル
ク
の
製
造
輸
出
を
営
む
今
井
（
昭
57
法
）

な
ど
多
士
済
々
。

掲
載
の
写
真
は
、
さ
き
に
開
催
し
た
新
年
パ
ー

テ
ィ
ー
の
一
こ
ま
で
、
最
前
列
右
と
左
が
野
村
と

妻
、
双
子
の
長
女
で
す
。

最
後
に
、
日
本
お
よ
び
世
界
の
立
命
フ
ァ
ミ
リ

ー
の
皆
様
、
タ
イ
国
に
お
立
ち
寄
り
の
節
は
是
非

声
を
か
け
て
下
さ
い
。
楽
し
い
ジ
ャ
ー
ニ
ー
の
し

ぶ
ち
ん
な
演
出
を
保
証
い
た
し
ま
す
。

（
昭
45
法
野
村
歳
夫
・
記
）

二
一
世
紀
に
向
か
っ
て
、
校
友
の
韓
国
で
の
活
躍
、
当
会
の
活
動
も
活
発
に
な
り
つ

つ
あ
り
ま
す
。
最
近
の
当
会
の
ニ
ュ
ー
ス
は
、
学
園
創
立
一
〇
〇
周
年
を
迎
え
た
我
が

立
命
館
が
別
府
市
で
開
催
し
た
盛
大
な
式
典
に
参
加
し
た
こ
と
で
す
。
文
鶴
東
会
長
を

は
じ
め
、
金
祐
銓
副
会
長
、
權
泳
斗
顧
問
な
ど
七
人
の
同
門
と
Ａ
Ｐ
Ｕ
在
学
生
の
父
兄

た
ち
二
八
名
が
二
泊
三
日
の
日
程
で
別
府
を
訪

れ
、
Ａ
Ｐ
Ｕ
キ
ャ
ン
パ
ス
見
学
も
合
わ
せ
て
行

い
ま
し
た
。

文
会
長
は
、「
学
園
創
立
一
〇
〇
周
年
、
そ
し

て
Ａ
Ｐ
Ｕ
の
開
学
を
お
祝
い
し
ま
す
。
我
が
立

命
館
が
世
界
一
の
大
学
に
な
っ
て
ほ
し
い
」
と

述
べ
、
韓
国
か
ら
も
喜
び
を
も
っ
て
応
援
す
る

こ
と
を
約
束
し
ま
し
た
。
ま
た
、
Ａ
Ｐ
Ｕ
が
ア
ジ
ア
太
平
洋
時

代
に
ふ
さ
わ
し
い
国
際
大
学
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
の
願
い
を
込

め
て
、「
白
頭
山
」
の
絵
を
寄
贈
し
ま
し
た
。

今
秋
京
都
で
行
わ
れ
る
「
感
謝
の
つ
ど
い
」
に
も
多
く
の
会

員
た
ち
が
参
加
を
希
望
し
、
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

（
平
８
文
　
禹
　
根
泰
・
記
）

在韓立命館大学同門会
Report from South Korea

APU開学記念　アジア特集〈〈〈〈〈〈〈〈〈〈〈〈〈〈〈〈〈〈〈〈〈〈〈〈〈〈〈〈

タイ国校友会
Report from Thailand

一
九
九
八
年
一
〇
月
に
設
立
し
た
当
支
部

も
、
こ
の
七
月
で
一
年
一
〇
ヶ
月
目
を
迎
え

ま
す
。

目
下
の
最
大
課
題
は
会
員
増
を
は
か
る
こ

と
で
す
。
校
友
各
位
が
輪
を
広
げ
よ
う
と
頑

張
っ
て
は
い
る
の
で
す
が
、
い
る
よ
う
で
、

な
か
な
か
見
つ
か
ら
な
い
の
が
現
状
で
す
。

し
か
し
な
が
ら
設
立
当
初
の
一
五
名
か
ら
、

九
九
年
度
末
時
点
で
女
性
二
名
を
含
む
二
〇

名
に
な
っ
て
い
ま
す
。

活
動
と
し
て
は
、
四
月
ま
た
は
五
月
に
総

会
･
懇
親
会
（
今
年
度
は
五
月
五
日
に
開
催
）、
一
二
月
に

忘
年
会
の
開
催
と
年
二
回
の
定
例
会
を
定
め
て
い
ま
す
が
、

何
か
に
か
こ
つ
け
て
は
有
志
が
集
ま
っ
て
親
睦
の
輪
を
広
げ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
支
部
設
立
以
来
、
立
命
館
ア
ジ
ア
太
平
洋
大
学
の
開
学
と
相
ま
っ
て
、
長
田

総
長
や
伊
藤
常
務
理
事
を
は
じ
め
多
く
の
役
員
･
教
授
の
来
イ
が
あ
り
、
校
友
が
集
ま
る
機
会
が

多
か
っ
た
の
も
校
友
相
互
の
絆
を
深
め
る
も
の
と
な
っ
た
の
で
は
と
思
っ
て
い
ま
す
。
特
に
昨
年

九
月
の
長
田
総
長
来
イ
の
際
に
は
、
総
長
を
囲
ん
で
の
懇
親
会
を
開
催
。
学
生
時
代
で
も
あ
り
え

な
か
っ
た
、
身
近
に
総
長
と
お
話
が
出
来
た
こ
と
に
あ
る
種
の
感
動
を
得
ま
し
た
。

最
近
で
は
、
昨
年
一
二
月
、
関
西
学
院
大
学
校
友
会
と
ゴ
ル
フ
の
対
抗
戦
を
開
催
い
た
し
ま
し

た
。
戦
績
は
僅
差
で
立
命
の
敗
戦
と
な
り
ま
し
た
が
、
今
後
は
年
二
回
定
期
戦
を
開
催
し
、
将
来

的
に
は
関
関
同
立
戦
を
と
夢
を
は
せ
て
い
ま
す
。

（
昭
53
経
営
黒
石
　
健
・
記
）

インドネシア支部
Report from Indonesia



キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
が

不
可
欠
な
時
代

社
会
の
大
変
革
の
流
れ
の
中
で
、
職
業
や
就
職

に
つ
い
て
考
え
る
上
で
欠
か
せ
な
い
の
は
ど
ん

な
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

昨
今
、
雇
用
の
あ
り
方
が
大
き
く
変
わ
っ

て
き
ま
し
た
よ
ね
。
終
身
雇
用
制
は
事
実
上

崩
壊
し
、
一
つ
の
企
業
の
中
で
、
コ
ア
業
務

を
担
う
正
社
員
、
プ
ロ
化
し
た
契
約
社
員
、

派
遣
社
員
な
ど
が
混
ざ
り
合
っ
て
働
い
て
い

ま
す
。
単
純
な
ル
ー
テ
ィ
ン
ワ
ー
ク
は
サ
ー

ビ
ス
専
門
会
社
に
外
注
す
る
こ
と
も
珍
し
く

な
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
こ
の
グ
ロ
ー
バ

ル
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
の
時
代
、
自
社
内
に

ゼ
ネ
ラ
リ
ス
ト
だ
け
を
た
く
さ
ん
抱
え
て
い

て
も
、
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
集
団
に
は
太
刀
打

ち
で
き
な
い
と
各
企
業
が
気
付
き
出
し
た
わ

け
で
す
。
だ
か
ら
、
自
分
は
何
の
プ
ロ
に
な

り
た
い
の
か
を
意
識
し
て
い
な
い
と
生
き
残

れ
な
く
な
り
つ
つ
あ
る
ん
で
す
。

こ
れ
か
ら
は
自
分
の
キ
ャ
リ
ア
に
は
自
ら

責
任
を
も
た
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
キ
ャ

リ
ア
デ
ザ
イ
ン
が
絶
対
に
必
要
で
す
。
そ
し

て
、
時
代
の
先
を
読
ん
で
行
動
す
る
こ
と
も

大
切
で
し
ょ
う
ね
。

会
社
が
レ
ー
ル
を
敷
い
て
く
れ
た
の
は
、
も
う

過
去
の
こ
と
な
の
で
す
ね
。
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ

ン
と
は
、
ど
う
す
る
こ
と
な
の
で
す
か
。

夢
や
価
値
観
を
も
と
に
キ
ャ
リ
ア
目
標
を

確
立
す
る
作
業
が
、
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
で

す
。
自
分
の
仕
事
に
納
得
し
、
満
足
感
、
達

成
感
を
高
め
る
た
め
に
、
十
分
な
自
己
分
析

を
し
ま
し
ょ
う
、
そ
し
て
理
想
と
現
実
と
が

ど
の
よ
う
に
乖
離
し
て
い
る
の
か
を
認
識
し

た
う
え
で
、
理
想
に
近
づ
く
た
め
の
シ
ナ
リ

オ
を
描
き
ま
し
ょ
う
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

最
終
ゴ
ー
ル
の
地
点
だ
け
を
見
る
と
気
が
遠

く
な
り
ま
す
か
ら
、
半
年
後
、
一
年
後
、
三

年
後
と
い
っ
た
ス
パ
ン
で
捉
え
る
の
も
い
い

と
思
い
ま
す
。
そ
の
時
々
で
自
分
は
ど
う
な

っ
て
い
た
い
の
か
を
ち
ゃ
ん
と
見
つ
め
て
、

そ
の
た
め
に
必
要
な
能
力
を
身
に
つ
け
て
い

く
。
今
の
世
の
中
を
生
き
抜
く
に
は
、
自
ら

立
ち
上
が
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
よ
。
昔
と
違

っ
て
、
転
職
に
対
す
る
マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ

は
全
然
な
く
な
っ
て
い
る
で
し
ょ
。
自
分
を

生
か
す
場
を
、
外
の
労
働
市
場
に
ま
で
広
げ

て
考
え
る
べ
き
時
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
を
見
据
え

勇
気
を
持
っ
て
ジ
ョ
ブ
ホ
ッ
ピ
ン
グ
を

何
を
ヒ
ン
ト
に
す
れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

例
え
ば
転
職
を
考
え
る
と
き
、
多
く
の
人

が
誤
解
し
て
い
る
こ
と
が
あ
る
ん
で
す
。

「
即
戦
力
」
と
い
う
言
葉
の
理
解
を
間
違
っ

て
、「
同
じ
業
界
で
、
同
じ
職
種
で
、
い
い

仕
事
な
い
か
な
あ
」
と
い
う
探
し
方
を
す
る

ん
で
す
ね
。
で
も
い
ま
企
業
が
欲
し
が
っ
て

い
る
の
は
、
同
業
同
職
種
で
の
経
験
や
ス
キ

ル
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
異
な
る
視
点
、

新
し
い
発
想
を
持
っ
て
い
そ
う
な
人
材
に
期

待
を
か
け
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
（
図
参
照
）。

キ
ー
ワ
ー
ド
で
言
え
ば
「
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
」

を
備
え
た
人
材
が
求

め
ら
れ
て
い
る
の
で

す
。
ス
ケ
ー
ト
の
橋

本
聖
子
選
手
が
わ
か

り
や
す
い
例
で
す
が
、

彼
女
は
、
自
ら
鍛
え

上
げ
た
太
股
内
側
の

筋
肉
を
夏
の
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
で
も
生
か
す

た
め
に
は
ど
ん
な
競

技
が
最
適
か
を
考
え
、

自
転
車
を
選
び
ま
し

キ
ャ
リ
ア
自
己
責
任
時
代
到
来

自
分
を
見
つ
め

今
こ
そ
仕
事
で
ハ
ッ
ピ
ー
に
！

ITSUMEIRI

■（株）リクルート　就職ジャーナル編集長［昭57産社］

NTERVIEW

石 川 純 一 さん

現在の業種�
同業又は類似業種�

＝即戦力として期待される�

＝異視点を期待される�
新たな発想への期待�

＝ポテンシャルに期待される�

＝共通なスキルノウハウが�
　即戦力として期待される�

職種スキル、他業界のノウハウの期待�

異業種の営業職が�
営業職として採用される�

異業種�

リクルートHR.1998C

営
業
職�

営
業
以
外
の
職
種�

同業種の営業職が�
営業職として採用される�

同業種の営業職以外の人材が�
営業職として採用される�

異業種の営業職以外の職種が�
営業職として採用される�

現
在
の
職
種�
［図］営業職を軸とした業種×職種の転職ターゲティングフレーム

10



11

た
。
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
は
既
に
社
会
経
験
が
あ

る
の
で
す
か
ら
、
聖
子
さ
ん
の
「
筋
肉
」
に

あ
た
る
強
み
を
持
っ
て
い
る
は
ず
で
す
よ

ね
。
自
分
の
強
み
は
何
か
を
冷
静
に
分
析
し

て
、
そ
れ
を
生
か
す
道
を
考
え
る
こ
と
、
つ

ま
り
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
を
意
識
す
る
こ
と
が

大
事
で
し
ょ
う
。

こ
う
言
う
と
、「
既
に
あ
る
力
で
で
き
る

こ
と
」
に
ば
か
り
思
い
が
向
い
て
い
る
と
誤

解
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
で
す
が
、
肝
心
な

の
は
、
自
分
の
夢
、
や
り
た
い
こ
と
を
諦
め

な
い
こ
と
で
す
よ
。
転
職
を
考
え
る
と
き
、

つ
い
臆
病
に
な
っ
て
、「
や
り
た
い
」
こ
と

が
思
考
の
枠
外
に
追
い
や
ら
れ
、「
や
る
べ

き
」
に
な
っ
ち
ゃ
う
。「
や
る
べ
き
こ
と
の

中
で
、
で
き
る
こ
と
」
と
い
う
狭
い
思
考
に

な
っ
て
し
ま
う
。
で
も
こ
れ
で
は
ハ
ッ
ピ
ー

に
は
な
れ
な
い
で
す
ね
。
年
齢
で
諦
め
て
し

ま
う
必
要
も
あ
り
ま
せ
ん
。

会
社
の
中
で
忙
殺
さ
れ
て
い
る
と
、
や
り
た
い

こ
と
を
見
失
っ
て
し
ま
い
が
ち
で
す
が
。

基
本
は
、
喜
怒
哀
楽
に
素
直
に
な
る
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。
自
分
は
ど
ん
な
指
向
性
を

持
っ
た
人
間
で
、
ど
う
い
う
場
面
で
喜
び
を

感
じ
る
の
か
。
喜
び
の
源
が
社
内
他
部
署
に

あ
る
の
な
ら
異
動
し
た
い
と
手
を
挙
げ
れ
ば

い
い
し
、
な
け
れ
ば
外
を
向
い
て
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
た
ら
い
い
。
も
し
何
か
モ
ヤ
モ
ヤ
し
て

い
る
な
ら
「
ジ
ョ
ブ
ホ
ッ
ピ
ン
グ
」
し
ま
し

ょ
う
。
仕
事
も
ホ
ッ
プ
・
ス
テ
ッ
プ
・
ジ
ャ

ン
プ
で
、
な
り
た
い
自
分
に
近
づ
い
て
い
く
。

い
い
で
し
ょ
う
。「
ジ
ョ
ブ
ホ
ッ
パ
ー
」
と

い
う
言
葉
を
広
め
た
い
と
思
っ
て
い
る
ん
で

す
、
僕
は
。

な
る
ほ
ど
、
励
ま
さ
れ
る
気
が
し
ま
す
。
石
川
さ

ん
ご
自
身
に
は
、
何
か
転
機
が
あ
り
ま
し
た
か
。

私
は
顧
客
企
業
に
対
し
、
人
材
採
用
戦
略

を
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
し
て
ご
提
案
す
る
仕
事
、

つ
ま
り
営
業
を
し
て
い
た
わ
け
で
す
が
、
だ

ん
だ
ん
自
分
の
知
識
と
経
験
だ
け
で
こ
な
せ

て
し
ま
う
こ
と
が
物
足
り
な
く
な
っ
て
き
た

ん
で
す
。
ぜ
ひ
新
規
事
業
を
手
が
け
る
な
か

で
自
分
の
創
造
性
を
発
揮
し
た
い
、
そ
の
た

め
に
は
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
や
経
営
戦
略
の
基

本
フ
レ
ー
ム
を
学
び
直
そ
う
と
、
ビ
ジ
ネ
ス

ス
ク
ー
ル
の
門
を
叩
き
ま
し
た
。
リ
ク
ル
ー

ト
に
戻
っ
て
、
新
規
事
業
の
ビ
ジ
ョ
ン
や
コ

ン
セ
プ
ト
を
た
て
る
仕
事
に
就
き
、
新
た
な

や
り
甲
斐
を
見
出
し
て
い
ま
す
。
私
の
場
合

は
、
自
社
内
で
や
り
た
い
こ
と
を
発
見
で
き

た
ケ
ー
ス
で
す
ね
。

情
報
を
有
効
利
用
し

学
生
も
Ｏ
Ｂ
も
大
学
も
頑
張
れ
！

さ
て
、
影
響
力
の
大
き
い
『
就
職
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』

編
集
長
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
わ
け
で
す
が
、
誌
面

作
り
の
ポ
リ
シ
ー
を
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

読
者
の
多
様
な
働
き
方
を
応
援
し
た
い
の

で
、
単
一
的
な
価
値
観
を
押
し
付
け
な
い
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。
表
面
的
な
ノ
ウ
ハ
ウ
を

提
供
す
る
マ
ニ
ュ
ア
ル
的
要
素
も
極
力
省
き

た
い
。
時
流
を
大
き
く
、
長
い
目
で
把
握
し
、

就
職
ジ
ャ
ー
ナ
ル
な
り
の
座
標
軸
で
捉
え
直

す
こ
と
で
、
読
者
の
価
値
判
断
、
ひ
い
て
は

求
人
求
職
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
揺
さ
ぶ
る
よ
う
な

情
報
を
発
信
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

立
命
館
大
学
の
学
生
も
、
就
職
準
備
活
動
の
一

環
と
し
て
、
貴
誌
を
愛
読
し
て
い
ま
す
。
立
命

館
大
学
の
進
路
指
導
戦
略
を
ど
の
よ
う
に
ご
覧

に
な
り
ま
す
か
。

立
命
館
の
進
路
指
導
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い

て
は
、
私
も
評
価
し
て
い
ま
す
。
就
職
部
か

ら
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
に
名
称
を
変
え
、
学

生
に
低
回
生
時
か
ら
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
を

意
識
さ
せ
る
よ
う
に
動
い
て
い
る
こ
と
に
は

大
賛
成
で
す
。
今
後
さ
ら
に
効
果
を
あ
げ
る

た
め
に
は
、
大
学
が
輩
出
し
た
い
と
思
う
人

物
像
を
設
定
し
、
そ
の
理
念
を
全
学
で
共
有

し
た
う
え
で
、
教
学
シ
ス
テ
ム
や
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
内
容
に
反
映
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
ぜ
ひ

と
も
必
要
で
し
ょ
う
。
教
学
サ
イ
ド
も
変
わ

ら
な
け
れ
ば
ね
。
全
学
一
体
と
な
っ
た
取
り

組
み
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

NTERVIEW
ITSUMEIRI

いしかわ じゅんいち さん

1957年生まれ。82年立命館大学産業社会
学部卒業後、（株）リクルート入社。企業の
人材採用広報業務を経て、97年より早稲田
大学ビジネススクールへ留学。同校修了後、
事業開発室・メディアプロデュース部のエグ
ゼクティブプランナーとして人材採用系の商
品開発を担当。99年10月より現職。
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小誌の取材の前後に、TBSテレビと雑誌

『プレイボーイ』のインタビューが入っていた。

就職事情は石川さんに聞けと、マスコミ各社が

コメントをとりにやってくる。午前1時、2時

まで働くのが当たり前の超多忙人。普段は職場

でGパンにスニーカー姿でいることも多いが、

「さすがにそれで写真に収まる勇気はなかった」

そうである。

株式会社リクルートで営業成績トップの実績

を積み重ねてきた石川さん。就職ジャーナル編

集長の名刺の裏面には、「人材総合サービス事

業部門 メディアプロデュース部 エグゼクテ

ィブプランナー（部長）」とある。「こっちのほ

うがむしろ表。これからは新規事業のビジョン

作りに気持ちを集中したい」と語った。

学生時代は、将来に対し漠然としたイメージ

しか持っていなかったが、妥協せずとことん求

め、突き詰める姿勢があった。ロックバンドで

食べていきたいと思った頃には、最高水準の学

生バンドを探し歩いてメンバーになった。在学

中にリクルートでアルバイトをして仕事の面白

味を知ると、今度はそれに全力投球した。「何

でもがむしゃらに取り組むことで能力が花開い

ていった。次にやるべきことが見え、将来の目

標も明らかになっていきました。」

石川さんからの、経験に裏付けられた励まし

の言葉は力強い。皆で元気を出して、石川さん

に続こう!

横 顔



は
じ
め
に

ア
パ
ー
ト
や
マ
ン

シ
ョ
ン
、
オ
フ
ィ
ス

ビ
ル
の
よ
う
に
大
き

な
建
物
の
一
部
を
借

り
る
場
合
で
あ
れ
、

店
舗
用
或
い
は
住
宅

用
に
一
戸
建
て
の
建

物
を
借
り
る
の
で
あ

れ
、
賃
料
を
払
っ
て

建
物
の
貸
し
借
り
を

す
る
契
約
は
、「
借
家

契
約
」
と
呼
ば
れ
ま

す
。
従
来
、
借
家
契

約
に
つ
い
て
は
、
借

地
借
家
法
が
規
定
を

お
い
て
い
ま
し
た
が
、

今
年
の
三
月
一
日
か

ら
、
こ
の
法
律
の
一

部
を
改
正
し
、
既
存

の
借
家
制
度
に
加
え

て
、
期
限
が
き
た
ら
更
新
が
な
く
、
必
ず
明

渡
し
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
「
定
期
借
家

制
度
」
と
い
う
新
し
い
制
度
が
導
入
さ
れ
ま

し
た
（
こ
の
制
度
を
導
入
す
る
法
律
は
昨
年

一
二
月
一
五
日
に
成
立
）。
こ
こ
で
は
、
こ

の
制
度
の
特
徴
と
問
題
点
を
、
概
観
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
結
論
か
ら
申
し
ま
す
と
、
定

期
借
家
制
度
は
、
こ
れ
ま
で
の
借
家
制
度
に

ま
が
り
な
り
に
も
貫
徹
し
て
い
た
「
居
住
権

保
障
」
の
理
念
を
空
洞
化
さ
せ
、
人
の
住
ま

い
を
金
儲
け
の
た
め
に
「
商
品
化
」
す
る
こ

と
を
今
以
上
に
進
め
て
し
ま
う
危
険
性
が
あ

り
、
わ
が
国
の
住
宅
政
策
に
と
っ
て
大
き
な

問
題
点
を
抱
え
て
い
る
と
考
え
ま
す
。

定
期
借
家
制
度
の
特
徴
―
―

現
行
借
地
借
家
法
と
の
対
比

「
定
期
借
家
制
度
」
の
大
き
な
特
徴
は
、

第
一
に
、
契
約
で
定
め
た
期
限
が
き
た
ら
原

則
と
し
て
更
新
が
な
く
、
建
物
の
明
渡
し
が

必
要
だ
と
い
う
点
に
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で

の
借
家
制
度
で
は
、
期
限
が
き
て
も
家
主
の

側
に
自
分
が
そ
の
建
物
を
使
用
す
る
必
要
性

が
あ
る
な
ど
の
「
正
当
事
由
」
が
な
け
れ
ば
、

契
約
の
更
新
を
拒
絶
で
き
な
い
制
度
に
な
っ

て
い
ま
し
た
。
つ
ま
り
正
当
事
由
制
度
に
よ

っ
て
、
借
家
権
の
存
続
期
間
の
保
障
が
な
さ

れ
て
い
た
わ
け
で
す
。
こ
れ
に
対
し
て
、
定

期
借
家
制
度
は
契
約
の
更
新
を
さ
せ
な
い
こ

と
に
よ
っ
て
、
借
家
人
が
同
一
の
建
物
に
住

み
つ
づ
け
る
権
利
を
結
果
的
に
制
限
す
る
こ

と
に
な
る
わ
け
で
す
。

ま
た
「
定
期
借
家
制
度
」
で
は
、
借
家
人

の
側
は
期
限
が
来
る
ま
で
は
借
り
た
建
物
を

利
用
で
き
る
権
利
が
あ
る
わ
け
で
す
が
、
他

方
で
家
主
の
側
は
定
め
ら
れ
た
期
限
ま
で
の

家
賃
を
も
ら
う
権
利
が
生
じ
ま
す
。
従
っ
て
、

借
家
人
の
都
合
で
契
約
の
途
中
で
解
約
す
る

こ
と
は
原
則
と
し
て
で
き
ず
、
実
際
に
は
利

用
し
な
く
て
も
、
残
り
の
期
限
分
の
家
賃
を

支
払
う
法
的
義
務
が
生
じ
る
点
も
従
来
と
は

異
な
る
第
二
の
大
き
な
特
徴
で
す
（
従
来
は
、

借
家
人
か
ら
の
期
限
前
の
解
約
は
自
由
で
し

た
）。
但
し
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
二
○

○
平
米
未
満
の
居
住
の
用
に
供
す
る
建
物
の

賃
貸
借
で
、
転
勤
、
療
養
、
親
族
の
介
護
そ

の
他
の
や
む
を
得
な
い
事
情
に
よ
り
、
建
物

の
賃
借
人
が
建
物
を
自
己
の
生
活
の
本
拠
と

し
て
使
用
す
る
こ
と
が
困
難
に
な
っ
た
場
合

に
は
、
例
外
的
に
期
限
前
の
途
中
解
約
が
認

め
ら
れ
ま
す
（
改
正
後
の
借
地
借
家
法
―
―
以
後

「
新
法
」
と
よ
び
ま
す
―
―
三
八
条
三
項
）。

こ
の
よ
う
に
、
定
期
借
家
制
度
に
は
、
契

約
の
更
新
が
な
い
、
契
約
期
限
前
に
借
家
人

か
ら
も
自
由
な
解
約
が
で
き
な
い
と
い
う
大

き
な
特
徴
が
あ
る
わ
け
で
す
が
、
既
存
の
借

家
制
度
と
の
関
連
で
三
点
注
意
が
必
要
で
す
。

ひ
と
つ
は
、
こ
の
「
定
期
借
家
制
度
」
は
、

今
年
三
月
一
日
か
ら
導
入
さ
れ
る
の
で
あ
っ

て
、
そ
れ
以
前
に
既
に
成
立
し
て
い
る
借
家

契
約
に
は
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
と
い
う
点
で

す
。
従
っ
て
、
今
年
三
月
一
日
よ
り
前
に
既

に
成
立
し
て
い
る
借
家
契
約
（
以
下
、「
既

存
借
家
契
約
」
と
い
い
ま
す
）
の
場
合
は
、

家
主
側
で
更
新
を
拒
絶
す
る
場
合
に
は
、

「
正
当
事
由
」
が
必
要
で
す
（
経
過
措
置
三
条
）。

ま
た
今
年
三
月
一
日
以
降
に
既
存
借
家
契

約
を
終
了
さ
せ
て
、
同
じ
建
物
に
つ
き
定
期

借
家
契
約
と
す
る
こ
と
は
当
分
の
間
認
め
ら

れ
ま
せ
ん
（
経
過
措
置
四
条
）。

以
上
の
経
過
措
置
は
、
新
法
成
立
に
よ
っ

て
、
家
主
が
自
己
に
有
利
な
定
期
借
家
制
度

を
既
存
の
借
家
人
に
押
し
付
け
て
、
既
存
の

借
家
人
が
同
一
の
建
物
に
住
み
つ
づ
け
る
権

利
が
侵
害
さ
れ
る
よ
う
な
こ
と
が
お
こ
ら
な

い
よ
う
に
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

更
に
、
今
年
三
月
一
日
以
降
も
、
定
期
借

家
契
約
で
は
な
い
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
契

約
の
更
新
拒
絶
に
家
主
側
の
正
当
事
由
が
必

要
な
通
常
タ
イ
プ
の
借
家
契
約
制
度
も
存
続

す
る
の
で
、
い
わ
ば
二
本
立
て
の
借
家
制
度

に
な
る
わ
け
で
す
。

定
期
借
家
制
度
の
理
念

今
回
、
現
行
の
借
地
借
家
法
を
改
正
し
、

定
期
借
家
制
度
を
導
入
す
る
根
拠
と
な
る
法

律
の
正
式
名
称
は
、「
良
質
な
賃
貸
住
宅
等

の
供
給
の
促
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
」
と

い
い
ま
す
が
、
そ
の
第
一
条
は
つ
ぎ
の
よ
う

に
目
的
を
定
め
て
い
ま
す
。「
こ
の
法
律
は
、

良
質
な
賃
貸
住
宅
等
の
供
給
を
促
進
す
る
た

め
、
国
及
び
地
方
公
共
団
体
が
必
要
な
措
置

を
講
ず
る
よ
う
に
努
め
る
こ
と
と
す
る
と
と

も
に
、
定
期
建
物
賃
貸
借
制
度
を
設
け
、
も

っ
て
国
民
生
活
の
安
定
と
福
祉
の
増
進
に
寄

与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。」

と
こ
ろ
で
定
期
借
家
制
度
を
導
入
す
る
こ

と
が
、
ど
う
し
て
良
質
な
賃
貸
住
宅
の
供
給

を
促
進
す
る
の
で
し
ょ
う
か
。
今
回
の
立
法

12

定期借家制度と居住権保障
――健康で文化的な生活の実現を考える

■まつもと・かつみ　1988年早稲田大学大学院法学研究科博士後期課程単位取得満期退学。同年4月よ
り神奈川大学短期大学部法学科に勤務。98年4月から現職。専門は民法。
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に
あ
た
り
、
定
期
借
家
制
度
導
入
賛
成
論
者

が
強
調
し
た
の
は
、
次
の
よ
う
な
こ
と
で
す
。

す
な
わ
ち
、
現
行
借
地
借
家
法
の
正
当
事
由

制
度
の
も
と
で
は
、
い
っ
た
ん
家
主
が
建
物

を
貸
す
と
家
主
の
自
己
使
用
の
必
要
性
な
ど

の
正
当
事
由
が
な
け
れ
ば
貸
し
た
建
物
が
返

っ
て
こ
な
い
の
で
、
そ
れ
を
嫌
う
建
物
所
有

者
に
貸
し
渋
り
が
お
こ
り
、
そ
れ
が
借
家
の

供
給
不
足
を
引
き
起
こ
し
、
古
く
て
狭
い
借

家
の
残
存
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
、
こ
れ
に

対
し
て
定
期
借
家
制
度
を
導
入
す
れ
ば
、
期

限
が
く
れ
ば
必
ず
建
物
が
返
っ
て
く
る
か

ら
、
貸
し
渋
り
が
な
く
な
り
、
借
家
の
供
給

が
増
え
、
借
家
市
場
も
拡
大
す
る
の
で
、
家

主
間
の
競
争
も
お
こ
り
、
良
質
で
賃
料
も
適

当
な
借
家
が
増
大
す
る
。

定
期
借
家
制
度
と
居
住
権
保
障
　

し
か
し
、
定
期
借
家
制
度
の
導
入
が
果
た

し
て
こ
の
よ
う
に
良
質
な
賃
貸
住
宅
の
供
給

促
進
に
つ
な
が
る
の
で
し
ょ
う
か
。
導
入
反

対
論
者
の
中
に
は
、
今
回
の
定
期
借
家
制
度

の
導
入
が
「
既
存
借
家
契
約
の
定
期
借
家
へ

の
漸
次
的
切
替
え
を
通
じ
る
地
上
げ
の
合
法

化
」
に
つ
な
が
り
、「
と
く
に
、
次
の
借
家

を
見
つ
け
る
の
に
苦
労
し
が
ち
な
低
所
得
の

高
齢
者
、
障
害
者
、
母
子
家
庭
な
ど
に
は
相

当
に
シ
ビ
ア
な
事
態
」
に
な
る
と
警
告
す
る

声
も
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
（
原
田
純
孝
・
法
律

時
報
七
二
巻
二
号
一
頁
以
下
。
な
お
こ
の
論
文
で
は

八
○
年
代
、
九
○
年
代
の
規
制
緩
和
論
と
の
か
か
わ

り
で
興
味
深
い
分
析
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
）。

と
こ
ろ
で
他
人
の
土
地
を
借
り
て
そ
こ
に

自
己
所
有
の
建
物
を
建
て
る
場
合
の
賃
貸
借

契
約
を
借
地
契
約
と
い
い
ま
す
が
、
借
地
契

約
に
は
一
足
先
に
一
九
九
一
年
の
借
地
借
家

法
制
定
の
際
に
定
期
借
地
権
制
度
が
導
入
さ

れ
て
い
ま
す
（
但
し
、
こ
ち
ら
の
方
は
、
存

続
期
間
が
五
○
年
以
上
の
長
期
契
約
と
な
っ

て
い
ま
す
（
借
地
借
家
法
二
二
条
））。
借
家
契

約
の
場
合
は
、
通
常
は
二
年
な
い
し
三
年
と

い
う
短
期
の
借
家
契
約
が
多
い
の
で
、
こ
れ

が
定
期
借
家
契
約
に
な
る
と
、
同
一
の
建
物

に
住
み
つ
づ
け
た
い
借
家
人
に
と
っ
て
は
大

き
な
脅
威
と
な
り
ま
す
。
と
く
に
、
原
田
氏

も
指
摘
す
る
よ
う
な
高
齢
者
や
障
害
者
、
母

子
家
庭
な
ど
は
、
現
在
で
も
家
主
が
貸
し
渋

っ
て
な
か
な
か
建
物
を
貸
さ
な
い
、
そ
の
意

味
で
家
主
優
位
の
力
関
係
の
も
と
に
あ
り
ま

す
。
そ
の
中
で
定
期
借
家
制
度
が
導
入
さ
れ

れ
ば
、
定
期
借
家
で
な
け
れ
ば
貸
さ
な
い
、

従
っ
て
期
限
が
き
た
ら
ま
た
別
の
住
ま
い
を

探
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
そ
の
た
び
に
引

越
費
用
が
か
か
り
、
ま
た
、
敷
金
・
礼
金
な

ど
が
と
ら
れ
る
、
定
期
借
家
で
万
が
一
更
新

を
特
別
に
家
主
が
認
め
て
も
そ
の
場
合
は
高

額
な
更
新
料
を
と
ら
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
な

ど
の
事
態
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
家
主
に
と
っ

て
も
、
定
期
的
な
賃
料
収
入
が
安
定
的
に
確

保
さ
れ
れ
ば
よ
い
わ
け
で
、
そ
れ
を
越
え
て

定
期
借
家
制
度
が
こ
の
よ
う
な
弱
者
い
じ
め

や
古
い
建
物
の
地
上
げ
、
大
手
不
動
産
業
者

に
と
っ
て
の
土
地
の
有
効
利
用
（
＝
金
儲
け
）

の
手
段
に
使
わ
れ
る
の
で
は
、
ま
さ
に
新
法

の
目
的
と
は
正
反
対
に
、「
国
民
生
活
の
安

定
と
福
祉
の
増
進
」
を
破
壊
す
る
も
の
で
し

か
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

お
わ
り
に

一
九
九
三
年
か
ら
九
四
年
に
か
け
て
、
私

は
ド
イ
ツ
南
西
の
大
学
町
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
で

一
年
間
在
外
研
究
を
す
る
機
会
を
得
ま
し

た
。
そ
の
間
、
ド
イ
ツ
の
幾
つ
か
の
街
を
歩

い
て
感
じ
た
の
は
、
街
が
人
間
中
心
に
で
き

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
古
い
伝
統
的

な
街
並
み
を
残
し
、
車
が
入
れ
な
い
よ
う
に

規
制
を
強
め
、
環
境
問
題
に
対
応
す
る
た
め

に
路
面
電
車
を
増
や
す
。
土
地
や
建
物
に
関

す
る
色
々
な
規
制
の
背
後
に
も
、
街
を
い
か

に
快
適
で
人
間
が
住
み
や
す
い
も
の
に
す
る

の
か
が
、
社
会
的
な
課
題
と
し
て
明
確
に
意

識
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
し
た
。
地
上
げ
に
よ

り
古
く
か
ら
す
ん
で
い
た
人
間
が
追
い
出
さ

れ
、
街
中
い
た
る
と
こ
ろ
虫
食
い
状
態
に
な

り
、
車
の
渋
滞
を
理
由
に
歩
行
者
天
国
が

次
々
と
廃
止
さ
れ
て
い
る
日
本
と
は
本
当
に

対
照
的
で
し
た
。
そ
の
ド
イ
ツ
で
も
、
か
つ

て
現
在
の
日
本
の
よ
う
な
定
期
借
家
制
度
が

導
入
さ
れ
よ
う
と
し
た
の
で
す
が
、
結
局
そ

れ
は
見
送
ら
れ
ま
し
た
。
一
九
七
四
年
当
時

の
ド
イ
ツ
連
邦
政
府
は
そ
の
理
由
を
「
住
居

は
人
間
生
活
の
中
心
と
し
て
極
め
て
重
要
」

だ
か
ら
と
し
て
い
ま
す
。

わ
が
国
で
も
、
住
居
を
金
儲
け
の
手
段
と

し
て
「
商
品
」
と
し
て
み
る
の
か
、
そ
れ
と

も
「
人
間
の
生
活
の
拠
点
」
と
し
て
、
通
常

の
商
品
と
は
異
な
る
特
別
な
規
制
を
考
え
る

の
か
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
国
憲
法
が

定
め
る
「
す
べ
て
国
民
は
、
健
康
で
文
化
的

な
最
低
限
度
の
生
活
を
営
む
権
利
を
有
す

る
」（
第
二
五
条
）
と
い
う
点
を
、
住
宅
政
策

の
原
点
と
し
て
見
つ
め
直
す
必
要
が
あ
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
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起
業
を
目
指
し
始
め
た
の
は
、
大
学

二
年
の
春
。
一
年
生
の
秋
に
「
ご
み
ダ

イ
エ
ッ
ト
学
園
祭
」
な
る
も
の
に
取
り

組
ん
だ
り
、
そ
の
後
つ
く
っ
た
環
境
サ

ー
ク
ル
で
活
動
す
る
中
で
生
ま
れ
た
問

題
意
識
か
ら
で
し
た
。

「
根
本
的
な
解
決
を
目
指
す
の
で
あ

れ
ば
、
”流
れ
を
つ
く
る
“
よ
う
な
こ
と

や
、
”仕
組
み
を
変
え
る
“
よ
う
な
こ
と

を
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。」

実
際
に
い
ろ
い
ろ
な
活
動
に
取
り
組

ん
で
み
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
「
環
境

は
こ
ん
な
に
破
壊
さ
れ
て
い
る
か
ら
守

ら
な
け
れ
ば
！
」
と
声
高
に
叫
ん
だ
り
、

「
ゴ
ミ
は
分
別
し
ま
し
ょ
う
！
」
な
ど
と

ア
ピ
ー
ル
し
て
も
、
根
本
的
解
決
に
は

程
遠
い
と
感
じ
た
の
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、

そ
れ
自
体
は
意
味
の
あ
る
事
で
す
が
、

市
民
運
動
で
小
さ
く
や
っ
て
い
て
も
埒

が
あ
き
ま
せ
ん
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
も

や
り
方
を
工
夫
す
れ
ば
可
能
性
は
と
て

も
大
き
い
と
思
う
の
で
す
が
、
一
人
一

人
の
や
る
気
だ
け
が
頼
り
で
、
金
銭
的

な
補
助
や
見
返
り
が
な
い
と
な
る
と
、

残
念
な
が
ら
継
続
的
な
仕
組
み
と
は
言

え
ま
せ
ん
。
で
す
が
、
環
境
問
題
へ
の

取
り
組
み
は
継
続
こ
そ
が
大
事
で
す
。

で
は
、
継
続
す
る
た
め
に
最
も
効
率

の
い
い
仕
組
み
は
何
か
と
考
え
た
時
、

当
然
な
が
ら
、「
企
業
」
と
い
う
結
論
が

出
た
の
で
す
が
、
既
存
の
企
業
に
就
職

す
る
事
は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

何
故
な
ら
、
そ
の
頃
に
は
環
境
問
題
以

外
の
様
々
な
方
面
に
も
問
題
意
識
が
広

が
っ
て
お
り
、
既
存
の
企
業
で
自
分
達

の
し
た
い
事
を
実
現
で
き
る
と
は
思
え

な
か
っ
た
為
で
す
。
手
っ
取
り
早
く
自

分
た
ち
の
や
り
た
い
こ
と
を
形
に
す
る

に
は
、
そ
し
て
後
悔
し
な
い
為
に
は
、

も
う
「
起
業
」
す
る
し
か
な
い
な
、
と

決
意
し
た
の
で
し
た
。

さ
て
、
構
想
か
ら
約
一
年
半
で
「
起

業
」
の
実
現
に
至
る
の
で
す
が
、
そ
れ

は
突
然
や
っ
て
き
ま
し
た
。

九
八
年
一
月
中
頃
に
、
た
ま
た
ま
あ

る
商
品
に
巡
り
会
い
、
そ
れ
を
売
ら
せ

て
頂
け
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
、「
じ
ゃ

あ
、
こ
れ
を
機
に
会
社
を
つ
く
ろ
う
か
」

と
思
い
立
ち
、
二
月
五
日
に
は
会
社
設

立
。
半
ば
勢
い
だ
っ
た
た
め
、「
思
い
」

だ
け
は
強
い
も
の
の
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
や

り
方
な
ど
実
際
は
何
ひ
と
つ
わ
か
っ
て

い
な
い
状
態
で
の
ス
タ
ー
ト
で
し
た
。

会
社
は
継
続
さ
せ
て
い
く
の
が
大
変
と

言
い
ま
す
が
、
ま
さ
に
そ
の
通
り
で
、

本
当
に
毎
日
が
勉
強
と
反
省
の
日
々
で

し
た
。

事
業
と
し
て
は
、
エ
コ
ロ
ジ
ー
商
品

等
の
卸
・
小
売
と
Ｗ
Ｅ
Ｂ
制
作
と
い
う

二
本
柱
。
物
販
の
方
は
、
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
へ
の
出
店
か
ら
始
め
、
小
売
店

へ
の
飛

び
込
み

営
業
、
展
示
会
へ
の
出
展
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
の
販
売
な
ど
、
一
年
目
は
商

売
の
基
本
を
理
解
す
る
た
め
に
使
っ
た

よ
う
な
も
の
で
し
た
。
初
め
の
頃
は
注

文
が
来
る
度
に
大
喜
び
し
て
い
た
の
を

思
い
出
し
ま
す
。

既
に
三
年
目
に
入
っ
た
の
で
す
が
、

数
々
の
失
敗
を
経
て
、
よ
う
や
く
自
分

た
ち
の
目
指
す
方
向
が
見
え
て
き
ま
し

た
。
事
業
の
目
処
も
た
っ
て
き
て
、
今

は
新
し
い
ス
タ
ッ
フ
を
入
れ
て
体
制
を

作
り
か
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
今
後

は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ョ
ッ
プ
の
一
層
の

充
実
と
様
々
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
か

し
た
コ
ン
テ
ン
ツ
事
業
を
展
開
し
て
い

く
予
定
で
す
。「
気
楽
に
、
楽
し
く
、
社

会
に
や
さ
し
い
生
活
を
送
る
」
を
一
つ

の
テ
ー
マ
に
、
義
務
感
か
ら
で
は
な
く
、

自
然
と
そ
う
い
う
生
活
が
送
れ
る
よ
う

な
提
案
を
い
ろ
い
ろ
と
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
将
来
目
指
す
は
、
広
い
意

味
で
の
教
育
事
業
。
学
校
と
い
う
枠
を

越
え
て
、
様
々
な
「
た
の
し
い
学
び
の

場
」
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

や
り
た
い
こ
と
と
ア
イ
デ
ア
は
山
の

よ
う
に
あ
る
の
で
、
あ
と
は
そ
れ
を
実

行
す
る
の
み
で
す
。
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●
か
わ
い
い
子
に
は

旅
を
さ
せ
よ

毎
日
子
ど
も
た
ち
と

接
し
て
い
る
と
、
彼
ら

は
「
毎
日
が
面
白
く
な

い
」「
ど
こ
か
遠
い
と
こ

ろ
に
行
き
た
い
」
な
ど

と
呟
く
。
少
し
話
し
込

む
と
「
い
つ
も
同
じ
事

ば
か
り
言
わ
れ
て
嫌
に

な
っ
て
し
ま
う
」
と
か
、

「
何
か
変
わ
っ
た
こ
と
が

し
た
い
」
と
言
う
。
子

ど
も
た
ち
は
毎
日
肉
体

的
・
精
神
的
に
成
長
し
て
い
て
、
昨
日
と
違

う
自
分
を
実
感
し
、
日
常
の
中
で
自
分
の
成

長
を
を
試
し
て
み
た
い
の
だ
。
し
か
し
、
周

囲
か
ら
は
、
少
し
も
変
わ
っ
て
い
な
い
自
分

を
押
し
つ
け
ら
れ
て
し
ま
う
の
だ
。「
ほ
ら
、

ま
た
遅
れ
る
わ
よ
」「
勉
強
し
な
さ
い
」
な

ど
と
変
わ
ら
ぬ
言
葉
で
く
く
ら
れ
て
し
ま

う
。
少
し
ず
つ
自
分
を
変
え
て
い
る
の
に
、

周
囲
に
は
認
め
て
も
ら
え
な
い
。
自
分
の
力

で
、
自
分
の
判
断
で
行
動
を
起
こ
し
た
い
。

そ
ん
な
彼
ら
の
気
持
ち
が
、「
自
分
の
力
で

楽
し
く
し
た
い
」「
変
わ
っ
た
と
こ
ろ
で
自

分
を
試
し
た
い
」
と
い
う
心
の
叫
び
に
な
っ

て
出
て
き
て
い
る
の
だ
。

「
初
め
て
の
お
使
い
」
と
題
す
る
テ
レ
ビ

番
組
が
あ
る
。
子
ど
も
が
一
人
で
、
ま
た
は

兄
弟
で
お
使
い
に
出
か
け
る
。
そ
の
行
動
を

見
て
い
る
と
、
自
分
が
勝
ち
取
っ
た
力
や
知

恵
を
総
動
員
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
局
面
で
的
確

な
判
断
を
し
、
お
使
い
を
す
ま
せ
て
帰
っ
て

く
る
。
そ
の
時
の
誇
ら
し
げ
な
顔
と
言
っ
た

ら
な
い
。

周
囲
の
大
人
た
ち
か
ら
見
れ
ば
昨
日
と
変

わ
ら
ぬ
よ
う
に
見
え
て
も
、
子
ど
も
の
内
面

は
、
受
精
後
の
細
胞
分
裂
と
同
様
に
い
ま
も

成
長
し
続
け
て
い
る
。
そ
れ
を
認
め
て
励
ま

す
大
人
た
ち
の
心
の
ゆ
と
り
が
、
子
ど
も
に

自
信
と
責
任
感
を
育
ま
せ
る
こ
と
に
な
る
。

「
か
わ
い
い
子
に
は
旅
を
さ
せ
よ
」
と
の

諺
が
あ
る
。
毎
日
の
同
じ
環
境
の
中
で
は
、

誰
し
も
子
ど
も
の
成
長
を
認
め
き
れ
ず
、

「
惰
性
の
目
」
で
子
ど
も
を
見
て
し
ま
う
。

し
か
し
、「
旅
に
出
る
」
と
子
ど
も
は
非
日

常
・
異
文
化
の
「
慣
れ
な
い
新
鮮
な
目
」
で

見
ら
れ
、
自
立
し
た
子
ど
も
と
し
て
対
等
な

扱
い
を
受
け
る
。
子
ど
も
な
り
に
責
任
の
あ

る
行
動
を
取
り
、
や
が
て
、
成
長
に
見
合
う

自
信
を
持
ち
、
喜
び
を
実
感
で
き
る
の
で
あ

る
。
子
ど
も
に
と
っ
て
は
、
隣
の
町
は
非
日

常
、
異
文
化
の
世
界
で
あ
る
。

●
異
文
化
の
中
で

成
長
す
る
子
ど
も
た
ち

中
学
生
に
な
る
と
「
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
し

た
い
」「
外
国
に
行
き
た
い
」
な
ど
と
言
う

よ
う
に
な
る
。

中
学
校
で
何
が
新
鮮
か
と
い
う
と
「
英
語

学
習
が
始
ま
っ
た
こ
と
」
と
答
え
る
子
ど
も

が
多
い
。
こ
の
理
由
で
先
の
発
言
が
多
く
な

る
と
も
言
え
る
。
勿
論
、
そ
れ
は
修
得
し
た

新
し
い
言
語
が
実
際
通
用
す
る
か
ど
う
か
を

確
か
め
た
い
と
い
う
合
理
的
理
由
か
ら
か
も

し
れ
な
い
。
し
か
し
、
度
々
の
引
率
経
験
か

ら
見
て
い
る
と
、
そ
れ
だ
け
で
は
説
明
で
き

な
い
ほ
ど
の
成
長
、
責
任
感
、
充
実
感
、
歓

喜
、
自
信
を
表
現
す
る
。
そ
こ
に
は
自
己
の

成
長
を
自
覚
し
、
内
面
か
ら
わ
き
出
る
歓
喜

を
実
感
さ
せ
る
あ
の
「
自
己
認
識
」
の
精
神

的
要
求
、「
成
長
し
、
判
断
で
き
る
自
分
」

を
実
現
し
た
喜
び
、「
非
日
常
を
求
め
る
」

内
的
動
機
の
達
成
感
が
大
き
く
内
在
し
て
い

る
に
ち
が
い
な
い
と
思
え
る
。

出
発
の
空
港
で
の
不
安
と
期
待
の
入
り
交

じ
っ
た
子
ど
も
た
ち
の
表
情
は
、
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
先
の
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
に
出
会
う
と

う
れ
し
さ
と
不
安
の
表
情
に
変
わ
る
。
一
夜

明
け
て
学
校
で
再
会
す
る
と
、「
や
る
気
に

変
わ
っ
た
逞
し
い
顔
」
に
な
っ
て
い
る
。
三

日
目
に
は
、「
や
れ
ば
で
き
る
自
信
」
に
満

ち
て
、
一
週
間
後
に
は
、
異
文
化
の
中
で
生

き
抜
き
、ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
に
と
け
込
み
、

家
族
の
一
員
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
責
任

の
あ
る
態
度
が
全
身
に
溢
れ
る
。
そ
し
て
十

日
経
て
ば
、地
域
や
学
校
に
も
仲
間
が
で
き
、

自
分
の
や
り
方
で
生
活
し
て
い
る
自
信
と
誇

り
を
持
つ
ま
で
に
成
長
す
る
。
毎
日
の
身
支

度
も
、
ま
た
、
行
動
や
発
言
も
責
任
感
に
溢

れ
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
自
分
た
ち
で
実
行
す

る
集
団
に
成
長
し
て
い
る
。

言
語
活
動
も
意
欲
的
に
な
り
、
自
分
た
ち

の
自
己
実
現
の
た
め
に
当
然
の
よ
う
に
英
語

を
つ
か
い
は
じ
め
る
。
解
ら
な
い
と
こ
ろ
は

調
べ
、
追
求
す
る
自
立
的
な
態
度
で
生
き
生

き
と
活
動
す
る
。

こ
の
よ
う
に
、
異
文
化
社
会
の
「
新
鮮
な

目
」
に
よ
っ
て
評
価
さ
れ
る
こ
と
が
、
子
ど

も
た
ち
を
勇
気
づ
け
、
更
な
る
成
長
を
産
み

出
す
の
で
あ
る
。

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
経
験
し
た
子
ど
も
た
ち

は
、
異
口
同
音
に
「
ま
た
、
同
じ
グ
ル
ー
プ

で
同
じ
町
に
来
た
い
」
と
語
る
。
彼
ら
の
心

に
は
、「
自
分
の
成
長
が
認
め
ら
れ
、
家
庭

や
仲
間
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
充
実
感
」
や
、

「
自
発
的
に
活
動
し
た
達
成
感
」
が
漲
っ
て

い
た
の
だ
ろ
う
。

毎
日
の
生
活
の
中
で
子
ど
も
た
ち
の
変
化

や
成
長
を
し
っ
か
り
見
る「
慣
れ
の
な
い
目
」

を
常
に
持
っ
て
い
た
い
も
の
で
あ
る
。

異
文
化
に
触
れ
成
長
す
る
子
ど
も
た
ち

著者紹介

［なかむら かずとし］1937年生まれ。61年立命館大学
文学部卒。愛知県の公立中学校を経て、立命館中学・高
等学校に英語科教諭として勤務、元校長。98年3月退職。

中村 和歳
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鴨
川
畔
、
東
三
本
木
通
丸
太
町
上
ル
の
地
に
、
一
世
紀
以
上
に

わ
た
っ
て
世
の
移
ろ
い
を
見
守
り
続
け
た
建
物
が
あ
っ
た
。
さ
ま

ざ
ま
に
名
を
変
え
な
が
ら
料
亭
や
旅
館
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た

が
、
料
理
旅
館
「
大
和
屋
」
と
し
て
の
営
業
を
一
九
九
七
年
に
終

え
た
の
を
最
後
に
、
そ
の
姿
を
消
し
た
。

こ
の
建
物
こ
そ
、
立
命
館
大
学
の
前
身
で
あ
る
京
都
法
政
学
校

が
産
声
を
上
げ
た
場
所
で
あ
る
。
一
九
〇
〇
年
六
月
の
開
校
当
時
、

こ
こ
は
「
清
輝
楼
」
と
呼
ば
れ
た
元
旗
亭
で
あ
り
、
京
都
法
政
学

校
は
二
・
三
階
の
座
敷
を
間
借
り
し
て
授
業
を
開
始
し
た
の
だ
っ

た
。
夕
闇
の
中
、
ラ
ン
プ
の
明
か
り
の
も
と
で
、
既
に
京
都
帝
国

大
学
教
授
と
し
て
著
名
だ
っ
た
講
師
陣
の
話
に
聞
き
入
る
第
一
期

生
は
三
百
余
名
。
当
時
三
四
歳
だ
っ
た
創
立
者
中
川
小
十
郎
を
は

じ
め
、
学
生
・
講
師
と
も
に
若
い
希
望
に
燃
え
て
い
た
と
い
う
。

広
小
路
に
新
校
地
を
得
る
ま
で
の
約
一
年
半
の
間
、
京
都
法
政
学

校
の
こ
こ
で
の
仮
住
ま
い
は
続
い
た
。

こ
の
建
物
は
一
般
に
は
立
命
館
草
創
の
地
と
し
て
よ
り
も
、
そ

れ
以
前
の
幕
末
の
史
跡
、
す
な
わ
ち
尊
皇
攘
夷
運
動
を
す
す
め
た

勤
王
の
志
士
た
ち
の
会
所
、
料
亭
「
吉
田
屋
」
と
し
て
知
ら
れ
て

い
た
。
長
州
藩
士
桂
小
五
郎
（
後
の
木
戸
孝
允
）
と
芸
妓
幾
松

（
後
の
木
戸
夫
人
松
子
）
と
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

吉
田
屋
が
新
撰
組
の
襲
撃
を
受
け
た
際
、
幾
松
の
機
知
を
働
か
せ

た
知
ら
せ
に
よ
っ
て
桂
は
建
物
の
床
下
か
ら
鴨
川
へ
通
じ
る
地
下

の
抜
け
道
を
通
り
難
を
逃
れ
た
と
い
う
こ
と

だ
。
い
っ
た
い
い
つ
建
て
ら
れ
た
建
物
で
あ

る
か
定
か
で
は
な
い
が
、
激
動
の
明
治
維
新

を
く
ぐ
り
ぬ
け
た
後
の
一
時
期
に
、
若
者
た

ち
の
学
び
の
場
と
い
う
ま
っ
た
く
別
の
顔
を

持
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

さ
て
広
小
路
で
学
生
時
代
を
送
っ
た
校
友

の
中
に
は
、
学
び
舎
が
姿
を
消
し
て
し
ま
っ

て
か
ら
も
な
お
残
っ
て
い
た
旧
清
輝
楼
大
和

屋
を
、
愛
校
心
の
拠
り
所
と
し
て
愛
で
眺
め

て
い
た
向
き
も
多
か
ろ
う
。

竹
内
保
雄
さ
ん
（
昭
36
法
）
も
そ
ん
な
一

人
で
あ
っ
た
が
、
あ
る
時
大
和
屋
が
影
も
形
も
無
く
な
っ
て
い
る

こ
と
に
気
付
き
我
が
目
を
疑
っ
た
と
い
う
。
せ
め
て
柱
の
一
本
で

も
、
使
わ
れ
て
い
た
什
器
の
一
つ
で
も
記
念
に
残
し
た
い
と
考
え

た
竹
内
さ
ん
は
、
東
三
本
木
界
隈
で
事
情
を
尋
ね
歩
き
、
土
地
・

建
物
の
所
有
者
で
宇
治
市
在
住
の
平
井
邦
男
氏
を
探
し
あ
て
た
。

し
か
し
そ
の
時
に
は
既
に
古
い
材
木
や
内
部
を
飾
っ
て
い
た
美
術

品
の
整
理
は
済
ん
で
お
り
、
旧
清
輝
楼
を
偲
べ
る
物
は
何
一
つ
残

っ
て
い
な
か
っ
た
。
落
胆
し
つ
つ
も
諦
め
ず
に
京
都
・
滋
賀
・
広

島
と
手
が
か
り
を
求
め
続
け
る
竹
内
さ
ん
と
所
有
者
平
井
氏
と
の

間
に
は
、
い
つ
し
か
連
帯
感
に
も
似
た
友
情
が
生
ま
れ
、
つ
い
に

平
井
氏
が
「
こ
こ
に
石
碑
で
も
建
て
た
ら
ど
う
か
」
と
竹
内
さ
ん

に
も
ち
か
け
て
下
さ
っ
た
の
で
あ
る
。

竹
内
さ
ん
の
仲
立
ち
に
よ
っ
て
、
現
在
は
平
井
氏
の
別
邸
と
な

っ
て
い
る
土
地
の
道
路
に
面
し
て
、
学
校
法
人
立
命
館
が
「
立
命

館
草
創
の
地
」
記
念
碑
を
建
立
、
去
る
三
月
二
三
日
除
幕
式
が
行

わ
れ
た
。「
平
井
氏
が
親
子
二
代
の
慶
應
ボ
ー
イ
で
、
母
校
を
愛
す

る
心
を
深
く
理
解
し
て
い
た
だ

け
た
こ
と
が
幸
い
し
、
記
念
碑

の
建
立
が
実
現
し
ま
し
た
」
と
、

竹
内
さ
ん
は
喜
ん
で
い
る
。
高

等
教
育
の
担
い
手
た
ら
ん
と
し

た
立
命
館
草
創
期
の
決
意
と
そ

の
後
一
〇
〇
年
の
実
績
を
後
世

に
伝
え
る
記
念
碑
が
、
慶
應
義

塾
と
立
命
館
の
愛
校
心
の
連
携

を
土
台
と
し
て
建
っ
た
と
い
う

こ
と
は
、
ま
さ
に
現
代
の
立
命

館
秘
話
と
言
え
よ
う
。

竹内保雄さん

「立命館草創の地」
記念碑除幕式

清輝楼
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1  法学部創立百周年記念式典
●9月22日（金）
●午後1時～2時
●衣笠キャンパス・以学館1号ホール

国内・海外の大学・研究機関・関係機関から代
表が出席される予定です。
校友の方々もどうぞご来場下さい。

2  国際学術シンポジウム
●9月23日（祝）
●午前10時30分～午後12時30分
●以学館2号教室
●テーマ「21世紀における法学・政治学の役割」

アメリカン大学・中国社会科学院法学研究所・
フライブルク大学・マラヤ大学等から教授陣が
参加され、21世紀の法学・政治学のあり方を
世界的な視野から検討します。
聴講歓迎致します（無料）。

3  ホーム・カミング・デー
●9月23日（祝）
●午後1時～5時
●衣笠キャンパス・存心館等

学生諸君や校友の方々と協力し、「法学部の学
園祭」となるような企画とする予定です。
学生諸君の模擬店や法学部の歴史に関わる展
示、懐かしい先生方の講義の録音テープやビデ
オを使った企画などを計画中です。名誉教授の
先生方もご来場の予定です。
なお、早めにお知らせいただければ、ゼミ等同
窓会のための存心館教室使用を手配します。

4  立命館大学法学部同窓会設立総会
●9月23日（祝）
●午後1時30分～
別途お知らせいたしますのでご参加下さい。

5 『立命館法学』・創立百周年記念号等の発刊
記念号とあわせて『立命館法学』全巻の索引号
も発刊します。
さらに、百周年記念小冊子もホーム・カミン
グ・デー当日配布されます。

6 百周年記念論文の募集
本誌前号でお知らせしたとおり、百周年記念論
文を募集します（応募締切7月末日）。
優秀論文は、ホーム・カミング・デー当日に表
彰致します。奮ってご応募下さい。

〔お問い合わせ先〕
立命館大学法学部事務室
Tel. 075－465－8175

【百周年記念事業の内容】

法学部百周年記念事業委員会

法学部創立百周年記念事業のご案内
法学部は、立命館大学の創立と同時に開設され、本学の一世紀をともに歩んできました。
この間数万人にのぼる卒業生が、法曹界・官界・経済界・芸術界など、社会の各分野で活躍
されています。法学部はこの歴史と伝統を活かしながら、国際化する社会の変革期に、海外と
の交流・関係の強化を図り、あるいはロー･スクール構想をもつなど、新たな社会の要請に応え
るべく力を発揮しようと考えています。
この百周年を各界の方々とともに大いに祝い、法学部の今後のさらなる発展を祈念するため、
各種記念事業を計画しています。法学部卒業生の皆さんの多数のご参加をお願いします。

●募金者総数　5,284名 ●募金総額　101,572,869円

立命館大学校友会【学園創立100周年記念 APU正門募金】

以上をもちまして終了いたしました。
わずか半年余の短期間の取り組みであったにもかかわらず、目標を達成することができました。
多数の有志の皆様にご協力いただき、誠にありがとうございました。
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株式会社クレオテックは、設立から８年目を迎え、こ
の度本社ビルが完成いたしました。当社は教育関連のさ
まざまな分野において、高い付加価値を伴うサービスの
提供ができる会社作りを進めるとともに、事業展開を通
して更なる社会的ネットワークの構築を進めてきました。
立命館学園との深い絆を生かし、立命館のファミリー

会社として一層の飛躍を展望しております。
なお､立命館オリジナルグッズ等を数多くとり揃えまし
たショップも今秋オープン致しますので、衣笠へお越し
の際は、ぜひクレオテックにお立ち寄り下さい。
今後とも校友の皆様のより一層のご支援とご協力を賜

りますようお願い申し上げます。

広
告
欄

木版画扇子
立命館大学の風景を日本の
伝統的芸術であります「木
版画」にして、扇子に仕上
げました。すべて職人の手
創りによる、こだわりが感
じられる品です。

■絵柄：
衣笠キャンパス風景
びわこ・くさつキャンパス

■長さ：約22cm
■主材：竹、和紙

西陣織フォーマル用ネクタイ
マークが清々しい

フォーマル用ネクタイです。
ピュアホワイトに薄いシル
バーグレーを配し、さらに
極細の銀糸をあしらいまし
た。長くご愛用いただける
ようにパールトーン加工を
施しました。

■素材：正絹100％
（パールトーン加工）

立
命
館
フ
ァ
ミ
リ
ー
カ
ー
ド
コ
ー
ナ
ー

〒603-8353 京都市北区平野上八丁柳町28  

（株）クレオテック「立命館ファミリーカード」係
TEL. 075(463) 9197     FAX. 075 (465) 5697

■お申し込み・お問い合わせ先

商品番号

5

井堂雅夫デザイン

立命館ファミリーカード会員価格

￥3,000（税別）
一般価格

￥3,500（税別）

商品番号

6

立命館ファミリーカード会員価格

￥4,000（税別）
一般価格

￥4,500（税別）

ク
レ
オ
テ
ッ
ク

本
社
ビ
ル
６
月
完
成

ごあいさつ
株式会社クレオテック
代表取締役　小林　義夫

ラウンジ

和室（16畳）／　小研修室（2室）

会議室（36席）／　研修室（24席）／　役員室

クレオテック事務所　／　クレオパクス事務所

店舗「リベルテ」 ・スポーツ関連用品 ・オリジナルグッズ
・携帯電話、モバイル　 ・カフェコーナー

5F
4F
3F
2F
1F

Family Card
［立命館オリジナルグッズ］ 通 信 販 売

!
!衣笠キャンパス風景1

1

2

びわこ・くさつキャンパス2

（
１
Ｆ
）
シ
ョ
ッ
プ
「
リ
ベ
ル
テ
」

今
秋
オ
ー
プ
ン
予
定
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広
告
欄

立
命
館
フ
ァ
ミ
リ
ー
カ
ー
ド
コ
ー
ナ
ー

ドルフィンボールペン＆絵葉書セット
愛らしいイルカをデザインにAPUマークを上品にあしらったボールペン。
5枚セットにいたしました絵葉書は、
立命館アジア太平洋大学（APU）と
衣笠・BKCキャンパスの2種類から
お選びいただけます。
ボールペン ■素材：ルアー素材
絵葉書 ■5枚セット

APUキャンパス
衣笠・BKCキャンパス

NEW

国産天然羊革使用ゴルフグローブ
素材の厳選からこだわった天
然の子羊の革（ベビーラム）
をご用意いたしました。薄く
て、やわらかく手になじみや
すい風合いは、スコアメイク
に何よりのアシストをお約束
いたします。

■素　材：天然羊革
（ベビーラム）
■サイズ：19cm～27cm
■カラー：白、黒

NEW

オリジナルＴシャツ・トレーナー NEW

ロングセラーを続ける飛びの
定番球、ＤＤＨツアースペシ
ャルにオリジナル記念ロゴを
入れました。大小4種432個
のディンプルと均一高反発ソ
フトコアが風の影響の少な
い、伸びのある弾道をお約束
します。

■ダンロップ社製
DDHツアースペシャル
1ダース（12個）

NEWゴルフボール立命館アジア太平洋大学開学記念ロゴ入り

ハガキまたはファックスに、住所、氏名（フリガナ）、
電話番号、立命館ファミリーカード会員番号、カード有効期限、商品番号、
商品名、サイズ、数量、金額、お届け先をご記入のうえ（株）クレオテック
までお申し込みください。

立命館ファミリーカード会員の皆様は、カード払い
がご利用いただけます。※お申し込み時に必ず明記してください。

一般の皆様は、商品到着後「郵便払込み」にてお支払いください。
値段は税抜き価格です。消費税は別途申し受けます。

商品は、当社がお申し込みを受け付けてから約2週間
でお届けいたします。

ご注文毎に1カ所のお届け先につき、送料を申し受け
ます。

お
申
し
込
み

の
ご
案
内

お申し込み方法

お届けについて

送料についてお支払い方法について

→

→

商品番号

3

商品番号

2

立命館ファミリーカード会員価格

￥2,000（税別）
一般価格

￥2,300（税別）
立命館ファミリーカード会員価格

￥3,600（税別）
一般価格

￥3,900（税別）

胸元と背中にAPUロゴをシン
プルにをあしらったＴシャツ。
夏はアウターに、冬はインナ
ーにと季節を問わず、長くご
愛用していただけます。同タ
イプのトレーナーもご用意い
たしました。

Ｔシャツ ■素材：綿100％
■サイズ：Ｍ、Ｌ ■カラー：白

Tシャツ／写真左
トレーナー／写真右

立命館ファミリーカード会員価格

￥3,000（税別）

トレーナー ■素材：綿100％
■サイズ：Ｍ、Ｌ ■カラー：アッシュグレー

立命館ファミリーカード会員価格

￥1,500（税別）
一般価格

￥1,800（税別）
一般価格

￥3,300（税別）

立命館ファミリーカード会員価格

￥1,000（税別）
一般価格

￥1,200（税別） APU写真左 1 衣笠・BKC写真右 2

1

2

商品番号

4

商品番号

1



シ
ン
ク
ロ
を
始
め
ら
れ
た
き
っ
か
け
や
シ
ン

ク
ロ
の
魅
力
を
教
え
て
下
さ
い
。

磯
田

私
は
小
学
１
年
生
か
ら
シ
ン
ク
ロ
を
始
め

ま
し
た
。
そ
の
前
は
競
泳
を
習
っ
て
い
た
の
で
す

が
、
当
時
の
コ
ー
チ
の
方
か
ら
勧
め
ら
れ
た
の
が

き
っ
か
け
で
す
。
シ
ン
ク
ロ
は
、
ス
ポ
ー
ツ
で
あ

り
な
が
ら
他
の

種
目
と
違
っ
て

芸
術
性
を
求
め

ら
れ
る
点
が
魅

力
で
す
。
で
す

か
ら
、
練
習
に

は
ダ
ン
ス
な
ど
も
あ
る
ん
で
す
よ
。

米
田
　
私
は
姉
の
影
響
で
６
歳
の
と
き
に
始
め
ま

し
た
。
私
の
母
が
大
学
時
代
に
今
の
日
本
代
表
の

コ
ー
チ
を
さ
れ
て
い
る
井
村
さ
ん
と
同
級
生
で
し

た
か
ら
、
そ
の
こ
と
が
き
っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
。

シ
ン
ク
ロ
は
、
曲
と
同
調
し
た
り
他
の
人
と
息
を

合
わ
せ
な
が
ら
演
技
す
る
点
が
魅
力
で
す
。
演
技

す
る
人
は
も
ち
ろ
ん
、
観
客
の
方
に
も
十
分
に
楽

し
ん
で
い
た
だ
け
る
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
そ
し
て
、

何
よ
り
も
人
に
感
動
を
与
え
ら
れ
る
点
が
い
い
で

す
ね
。

江
上

私
は
小
さ
い
頃
か
ら
ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー

ル
に
通
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
そ
こ
の
上
級
コ
ー

ス
で
シ
ン
ク
ロ
を
選
ん
だ
こ
と
が
き
っ
か
け
に
な

り
、
小
学
２
年
生
か
ら
始
め
ま
し
た
。
シ
ン
ク
ロ

は
同
じ
水
泳
種
目
で
も
、
水
中
の
動
き
が
他
の
種

目
と
は
ま
っ
た
く
違
い
ま
す
。
競
泳
や
飛
び
込
み

に
は
な
い
、
プ
ー
ル
の
な
か
で
新
し
い
何
か
を
創

造
で
き
る
楽
し
さ
が
あ
り
ま
す
。

今
回
シ
ド
ニ
ー
五
輪
へ
の
出
場
が
決
ま
っ
た

わ
け
で
す
が
、
決
定
し
た
瞬
間
は
ど
ん
な

気
持
ち
で
し
た
か
。

江
上
　
私
自
身
は
新
し
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の
不
安

が
あ
り
ま
し
た
が
、
第
一
段
階
を
終
え
て
ホ
ッ
と

し
た
と
い
う
感
じ
で
す
。

磯
田

今
回
の
決
定
は
９
月
の
本
大
会
開
催
ま
で

の
通
過
点
の
ひ
と
つ
。
で
す
か
ら
、
ま
だ
ま
だ
気

を
抜
く
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
シ
ン
ク
ロ
の
日

本
代
表
選
手
は
合
計
で
９
人
に
な
り
ま
す
が
、
そ

の
う
ち
の
３
分
の
２
が
立
命
館
大
学
の
現
役
ま
た

は
出
身
の
選
手
で
占
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
私
は
前

回
の
ア
ト
ラ
ン
タ
五
輪
で
の
活
躍
を
見
て
、
立
命

館
大
学
へ
入
学
し
た
の
で
、
今
立
命
館
へ
来
て
本

当
に
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
ね
。

と
こ
ろ
で
日
々
の
練
習
は
と
て
も
厳
し
い
と

思
い
ま
す
し
、
自
己
管
理
に
も
気
を
遣
っ

て
い
る
と
思
い
ま
す
が
。

米
田
　
痩
せ
な
い
よ
う
に
、
と
に
か
く
よ
く
食
べ

ま
す
ね
。
食
間
を
開
け
て
の
こ
と
で
す
が
、
１
日

に
５
食
、
５
０
０
０
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
ほ
ど
は
食
べ

て
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
使
う
曲

を
何
回
も
聴
い
て
、
最
高
の
演
技
を
し
て
い
る
イ

メ
ー
ジ
を
い
つ
も
持
つ
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

江
上
　
身
体
が
動
か
な
く
な
る
の
が
こ
わ
い
の
で
、

朝
早
く
起
き
て
必
ず
ス
ト
レ
ッ
チ
を
し
て
い
ま
す
。

磯
田
　
私
は
お
風
呂
ば
か
り
入
っ
て
い
ま
す
ね

(

笑)

。
合
宿
中
は
練
習
を
８
時
間
。
そ
れ
と
は
別
に

ウ
エ
イ
ト
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
も
行
い
ま
す
。
大
学
の
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磯田選手

I n t e r v i e w

シンクロナイズドスイミングで活躍する立命館大学生たち�
今年４月、オーストラリア・シドニーで開かれたシンクロナイズドスイミング（以下、シンクロ）のシドニーオリンピック予選会で、日本はオリンピ

ック（以下、五輪）出場権を見事に獲得しました。晴れ舞台への切符を手にしたメンバー９名の内６名が立命館大学関係者（在学生３名、ＯＧ３名）

です。今回は、オーストラリアから帰国直後の現役学生３人（磯田陽子さん・産業社会学部４回生、米田容子さん・経営学部３回生、江上綾乃さん・

経営学部３回生）にインタビュー（４月19日に実施）しました。



授
業
が
あ
る
と
き
は
４
時
間
ほ
ど
で
し
ょ
う
か
。

そ
れ
で
、
ウ
エ
イ
ト
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
な
ん
で
す
が
、

こ
れ
は
筋
肉
を
や
た
ら
と
付
け
れ
ば
い
い
と
い
う

も
の
で
は
な
く
て
…(

笑)

。
動
い
て
も
筋
肉
が
き
れ

い
に
見
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
方
法
に
は
難
し
い
部
分
が
あ
り
ま
す
ね
。

シ
ン
ク
ロ
と
学
業
は
う
ま
く
両
立
で
き
て
い

ま
す
か
。

磯
田
　
練
習
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
ハ
ー
ド
な
の
で
、

正
直
に
言
っ
て
キ
ャ
ン
パ
ス
へ
足
を
運
ぶ
機
会
は

限
ら
れ
て
い
ま
す
。
で
も
、
私
た
ち
は
シ
ン
ク
ロ

と
学
業
を
両
立
さ
せ
る
た
め
に
立
命
館
大
学
へ
入

学
し
ま
し
た
か
ら
、
授
業
に
は
で
き
る
限
り
出
席

し
て
い
ま
す
。
大
学
で
は
み
ん
な
が
そ
れ
ぞ
れ
の

分
野
で
頑
張
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
頑
張
っ
て

い
る
人
に
出
会
い
、
話
を
す
る
と
パ
ワ
ー
を
与
え

ら
れ
ま
す
。

米
田
　
先
生
方
の
ご
配
慮
が
あ
る
の
で
、
シ
ン
ク

ロ
を
続
け
て
い
ら
れ
ま
す
ね
。
シ
ン
ク
ロ
だ
け
に

目
を
向
け
て
い
る
と
、
私
た
ち
は
い
つ
も
周
り
に

い
る
人
が
同
じ
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
大
学
で

は
私
た
ち
が
想
像
し
て
い
た
以
上
に
、
周
り
の
人

た
ち
が
応
援
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
に

今
ま
で
気
付
い
て
い
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、

本
大
会
で
は
い
っ
そ
う
頑
張
り
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

江
上
　
私
は
学
部
で
サ
ー
ビ
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
や

ス
ポ
ー
ツ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
学
ん
で
い
ま
す
が
、

シ
ン
ク
ロ
の
練

習
中
に
自
分
で

気
付
か
な
か
っ

た
こ
と
に
気
付

か
さ
れ
ま
し
た
。

コ
ー
チ
が
い
つ

も
何
を
考
え
て
お
ら
れ
る
の
か
、
知
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
ね
。
キ
ャ
ン
パ
ス
で
感
じ
る
の
は
友
人

や
先
生
方
が
私
た
ち
の
こ
と
を
表
面
的
で
は
な
く
、

い
ろ
い
ろ
と
考
え
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。

本
当
に
あ
り
が
た
い
で
す
ね
。

最
後
に
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
た
決
意
や

応
援
し
て
く
だ
さ
る
方
々
へ
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

江
上
　
今
の
私
た
ち
に
は
友
人
や
先
生
方
を
は
じ

め
、
皆
さ
ん
の
言
葉
が
励
み
に
な
り
ま
す
。
シ
ド

ニ
ー
で
は
ア
ト
ラ
ン
タ
よ
り
も
上
の
メ
ダ
ル
を
狙

っ
て
き
ま
す
か
ら
、
応
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

米
田
　
五
輪
用
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
う
ち
、「
空
手
」

は
観
客
か
ら
の
声
援
も
多
く
、
こ
の
調
子
で
完
成

度
を
高
め
て
い
き
た
い
で
す
ね
。
フ
リ
ー
ル
ー
テ

ィ
ン
の
「
火
の

鳥
」
で
は
も
っ

と
高
度
で
完
璧

な
演
技
を
お
約

束
し
ま
す
。
ロ

シ
ア
に
決
し
て

ひ
け
を
と
ら
な
い
演
技
を
し
ま
す
か
ら
、
皆
さ
ん

楽
し
み
に
し
て
見
て
い
て
く
だ
さ
い
。

磯
田
　
メ
ダ
ル
を
取
る
な
ど
い
い
結
果
を
残
せ
た

と
き
は
、
シ
ン
ク
ロ
を
や
っ
て
い
て
良
か
っ
た
と

実
感
し
ま
す
。
こ
れ
が
あ
る
か
ら
や
っ
て
い
け
る

ん
で
す
。
で
も
、
結
果
を
残
す
ま
で
の
過
程
は
ツ

ラ
イ
で
す
よ
。
だ
か
ら
こ
そ
、
感
動
が
あ
る
ん
だ

と
思
い
ま
す
。
'98
世
界
選
手
権
で
ア
メ
リ
カ
と
カ

ナ
ダ
・
ロ
シ
ア
・
日
本
が
混
戦
に
な
る
中
、
日
本

は
２
位
に
入
り
ま
し
た
。
こ
れ
で
、
日
本
は
優
勝

し
た
ロ
シ
ア
に
続
い
て
、
頭
ひ
と
つ
抜
け
出
た
こ

と
に
な
り
ま
す
。
で
す
か
ら
、
本
大
会
で
は
自
分

た
ち
が
挑
戦
者
と
い
う
気
持
ち
で
、
ロ
シ
ア
に
チ

ャ
レ
ン
ジ
し
て
き
ま
す
。

ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
シ
ン

ク
ロ
の
日
本
代
表
選
手
と
し
て
、
本
学
校

友
の
武
田
美
保
さ
ん
、
藤
井
来
夏
さ
ん
、
米
田
祐

子
さ
ん
が
一
緒
に
出
場
さ
れ
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご

活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
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シドニーオリンピック・プロジェクトを

発足し、2000年9月に開催されるシドニ

ーオリンピック

に、立命館大学

から学生を中心

として、教職員

も含めて応援団

を十数名程度派

遣しようと計画

しています（派遣期間は9月24日頃から

約1週間）。

そこで、応援団派遣ならびに代表選手支

援のための募金活動を実施します。校友の

皆さんも是非ご協力をお願いします。

また、記念グッズとして、特製ステッカ

ーやオリンピック・サポーターバッグ等を

販売しますので、それらの購入を通じた活

動支援にもご協力をお願いいたします。

■問い合わせ先：

立命館大学ＢＫＣスポーツ強化センター

（担当：福川）TEL．077-561-3977

Sydney Olympic Project

シドニーオリンピック・
プロジェクトを発足

オリンピック・サポーターバッグ
（図案には変更があり得ます）

江上選手

米田選手

衣笠キャンパスでの壮行会にてOG3選手とともに
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マ
ル
チ
カ
ル
チ
ュ
ラ
ル

キ
ャ
ン
パ
ス
の

学
生
た
ち

マ
ル
チ
カ
ル
チ
ュ
ラ
ル

キ
ャ
ン
パ
ス
の

学
生
た
ち

今
年
四
月
一
日
に
開
学
し
た
立
命
館
ア
ジ
ア
太
平
洋
大
学
は
、
こ
こ
に
紹
介
す
る

よ
う
な
多
様
な
関
心
や
意
欲
を
持
っ
た
学
生
た
ち
の
熱
気
で
一
杯
で
す
！

立
命
館
学
園
の
仲
間
と
し
て
、
今
後
様
々
な
形
で
交
流
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
！

日本語、そして日本の文化や習慣をきちん
と学べると思い、この大学を選びました。日
本のアニメーションが好きで、将来はアニメ
ーションの仕事につきたいと思っています。
そのためにも日本語やアニメーションに関す
る勉強をここでしたいと思います。

李 在九（左側）
大韓民国出身

この大学に入学することができて、とても
嬉しいです。現在、日本語、英語、スペイン
語そしてポルトガル語も少し話すことができ
ます。将来は国連で働きたいので、そのため
の勉強をしたいと思っています。ディベート
方式の授業に興味があり、是非参加したいと
思います。

山本 祐美加・Elizabeth
南山国際高等学校出身

大学ができるのを待っていました。キャンパ
スは思ったとおり広くてきれいで、景色もいい。
海外への留学とはまた違う、国内での留学とい
うこの環境にメリットを感じています。たくさ
んの留学生と授業以外でも交流して、国際性を
身につけて言葉も覚えたい。彼らも日本語を学
びたいと思っているのですから、自分たちから
積極的に働きかけたい。私達は、今みんなで学
校を盛り上げていけるようなサークルを作りた
いと思っています。ホールなどの施設もたくさ
んあるので、それらを利用できるイベントの企
画も立てたいと思っています。また、学内だけ
でなく、国内外の他の大学とも交流したいし、
情報発信をしていきたいです。

権藤 江利香
石田 亜紗美
石部 直子

佐賀県
三養基高等学校出身

福岡県
小郡高等学校出身

大分県
宇佐高等学校出身

写真左から
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世界中のいろいろな国や地域から学生が集
まり、APUはとても素晴らしい。私はAPハ
ウスで、アジア諸国、カナダ、オーストラリ
ア、ニュージーランド、中東の人々と生活を
共にしています。知っている限りでは、こん
な環境はどこにもないし、こうした人々と生
活を共にするのはとても楽しい。APUでは、
世界中から来た人と友達になりたい。

Joanne Nicole Lennan
オーストラリア出身

自分の将来のことを考えて、日本語と英語
が学べるこの学校を選びました。スリランカ
に帰ったら、日本で経験したことを活かして
自分でビジネスをしたいと思っています。そ
のためには日本語も英語も必要です。日本で
高度な技術を学んで自分のビジネスに役立て
たいと思います。

Sumudu Chamikara Perera
スリランカ民主社会主義共和国出身

様々な国の人々と交流して、その文化や習
慣、言語を学べることに魅力を感じてこの大
学を選びました。シンガポールでは、別府に
ついて知っている人がほとんどいないので、
残念に思っています。たくさんある温泉には
当初びっくりしましたが、将来は旅行業で別
府ツアーを企画するなど、このユニークな土
地、別府をシンガポールに紹介するアンバサ
ダーになりたいと思っています。

Mazhar Abdul Hamid
シンガポール共和国出身

ニュージーランドで1年半留学した経験が
あります。マネジメントを学びたいと思って、
大学を探しているとき、インターネットでこ
の大学をみつけました。いろいろな国の人々
との交流を通じて互いの文化を理解できると
ころが魅力です。イランには父の仕事の関係
で14年間住んでいました。入学式は日本語
と英語のスピーチがあり、国際的で良かった
と思います。大学生活でやりたいことは、他
の学生たちとの交流です。サークルを作って
文化や言葉の交流をしていきたいです。キャ
ンパスは自然がいっぱいで、勉強には最適な
環境だと思います。

Jamchidi Azarmidokht
イラン・イスラム共和国出身

APUを選んだ理由は、いろいろな国から来
た人達と一緒に生活して他の国の習慣も勉強
したいと思ったからです。アジア太平洋マネ
ジメント学部での勉強も経済的に発展途上の
ベトナムでは、非常に役立ちます。将来は貿
易の仕事をして、ベトナム経済の役に立ちた
いと思います。

Le Thi Lam Hao
Ngnyen Thi Mai
Tran Viet Ha
ベトナム社会主義共和国出身

写真左から

この大学を選んだ理由はマネジメントの勉
強はもちろんのこと、異文化を体験・理解で
きる環境がとてもエキサイティングだと思っ
たからです。4年後は大学院に進んで勉強を
続けていきたいと思います。ＡＰハウスは住
みやすく、留学生のコミュニティの場です。
そこでの共通語は英語ですが、他の日本人の
学生たちと交流するためには日本語が必要な
ので、一生懸命勉強しています。

吉 建平
中華人民共和国出身
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入
学
式
を
挙
行

二
〇
〇
〇
年
度
入
学
式
が
次
の
通
り
行
わ

れ
た
。
立
命
館
大
学
が
四
月
一
日
に
京
都
府

立
体
育
館
で
、
立
命
館
ア
ジ
ア
太
平
洋
大
学

が
四
月
三
日
に
Ａ
Ｐ
Ｕ
ミ
レ
ニ
ア
ム
ホ
ー
ル

で
、
立
命
館
中
学
校
・
高
等
学
校
が
四
月
六

日
に
記
念
ホ

ー
ル
で
、
立

命
館
宇
治
高

等
学
校
が
四

月
七
日
に
宇

治
市
文
化
ホ

ー
ル
で
、
立

命
館
慶
祥
中

学
校
・
高
等

学
校
が
四
月

八
日
に
体
育

館
で
、
入
学

式
が
そ
れ
ぞ

れ
開
催
さ

れ
た
。

「
二
十
一
世
紀
の
法
曹
養
成
」

連
続
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
第
２
回
開
催
　
　

（
２
０
０
０
・
４
・
１５
〜
１６
）

以
学
館
２
号

ホ
ー
ル
に
お
い

て
、「
二
十
一
世

紀
の
法
曹
養
成
」

連
続
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
第
二
回

「
地
球
市
民
法
曹

へ
の
道
〜
日
本

型
ロ
ー
ス
ク
ー

ル
へ
の
提
言
」

が
開
催
さ
れ
た
。

一
月
三
〇
日
の
第
一
回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
司

法
制
度
改
革
を
考
え
る
〜
二
十
一
世
紀
日
本

の
法
曹
像
・
法
曹
養
成
」
に
続
く
も
の
で
、

一
日
目
は
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
日
本
型
ロ

ー
ス
ク
ー
ル
へ
の
提
言
」、
二
日
目
は
研
究
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
日
本
型
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
構
想

の
総
合
的
検
討
」
が
行
わ
れ
た
。

立
命
館
大
学
ロ
ー
ム
記
念
館

開
設
記
念
式
を
挙
行

（
２
０
０
０
・
４
・
１９
）

ロ
ー
ム
株
式
会
社
と
の
学
術
交
流
協
定

に
基
く
「
立
命
館
大
学
ロ
ー
ム
記
念
館
」
の

竣
工
に
伴
う
記
念
式
を
Ｂ
Ｋ
Ｃ
内
の
建
設
地

に
て
行
っ
た
。
大
規
模
集
積
回
路
の
デ
ザ
イ

ン
ア
ー
キ
テ
ク
チ

ャ
ー
と
回
路
設
計

に
関
す
る
教
育
と

研
究
の
高
度
化
を

目
的
と
す
る
産
官

学
連
携
施
設
で
文

部
省
の
ハ
イ
テ

ク
・
リ
サ
ー
チ
・

セ
ン
タ
ー
に
選
定

さ
れ
て
い
る
。

以
学
館
改
修
工
事
竣
工
式
を
挙
行

（
２
０
０
０
・
４
・
２８
）

産
業
社
会
学

部
基
本
棟
と
し

て
活
用
す
べ
く

以
学
館
の
全
面

的
改
修
を
行
っ

て
い
た
が
、
そ

の
竣
工
式
を
以

学
館
ピ
ロ
テ
ィ

に
お
い
て
行
っ

た
。

立
命
館
創
始
一
三
〇
年
・

学
園
創
立
一
〇
〇
周
年
記
念
国
際
交
流

ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
試
合
を
開
催

（
２
０
０
０
・
５
・
１２
）

ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
の
立
命
館

大
学
パ
ン
サ
ー
ズ
対
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
コ
ロ

ン
ビ
ア
大
学
（
カ
ナ
ダ
）
サ
ン
ダ
ー
バ
ー
ズ

の
記
念
試
合
が
西
京
極
陸
上
競
技
場
に
お
い

て
行
わ
れ
た
。
序
盤
で
サ
ン
ダ
ー
バ
ー
ズ
の

攻
撃
に
押
さ
れ
つ
つ
も
、
２３
対
１７
の
逆
転
で

パ
ン
サ
ー
ズ
が
勝
利
を
お
さ
め
た
。

キャンパス トピックス*
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「
和
心
庵
」
茶
室
披
き
を
開
催

（
２
０
０
０
・
５
・
１９
）

裏
千
家
の
千
宗
室
家
元
の
ご
寄
付
に
よ
り

立
命
館
ア
ジ
ア
太
平
洋
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
内

に
設
置
さ
れ
た
茶
室
「
和
心
庵
」
の
披
露
が

行
わ
れ
た
。
千
宗
室
家
元
の
挨
拶
や
呈
茶
、

家
元
の
筆
に
よ
る
「
和
心
庵
」
扁
額
の
除
幕

等
が
行
わ
れ
た
。

ア
ー
ト
・
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
企
画
を
開
催

①
「
都
を
ど
り
の
昭
和
史
」（

２
０
０
０
・
４
・
１８
）

以
学
館
２
号
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
映
像
で

つ
づ
る
京
都
文
化
「
都
を
ど
り
の
昭
和
史
」

を
開
催
し
た
。
井
上
三
千
子
さ
ん
に
よ
る
舞

「
柱
立
」
の
実

演
や
猪
熊
兼

勝
氏
の
講
演
、

昭
和
六
年
第

６４
回
都
を
ど

り
「
う
き
模

様
義
士
の
面

影
」
他
の
映

像
鑑
賞
を
行

っ
た
。

②
京
都
演
劇
・
映
像
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
公
開
講
演
会

「
歌
舞
伎
の
翻
訳
と
受
容

―
比
較
演
劇
文
化

研
究
の
視
点
―
」

（
２
０
０
０
・
５
・
９
）

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
立
大
学
大
学
院
サ
ミ
ュ

エ
ル
・
Ｌ
・
ラ
イ

タ
ー
教
授
に
よ
る

標
記
講
演
会
を
ア

ー
ト
・
リ
サ
ー
チ

セ
ン
タ
ー
会
議
室

に
お
い
て
開
催
し

た
。
ラ
イ
タ
ー
教

授
は
、
ア
メ
リ
カ

に
お
け
る
歌
舞
伎

研
究
の
第
一
人
者

で
あ
り
、
多
く
の
論
文
著
書
が
あ
る
。

国
際
平
和
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
特
別
展
を
開
催
　
　

①
国
連
平
和
維
持
活
動
の
五
〇
年：

一
九
四
八
〜
一
九
九
八
写
真
展

（
２
０
０
０
・
５
・
１０
〜
２４
）

ア
カ
デ
メ
イ
ア
立
命
21
中
野
記
念
ホ
ー
ル
に

お
い
て
、
標
記

写
真
展
が
開
催

さ
れ
た
。
日
本

国
際
連
合
京
都

本
部
、
国
際
連

合
広
報
セ
ン
タ

ー
、
立
命
館
大

学
、
京
都
新
聞

社
主
催
、
京
都

府
、
京
都
市
、

京
都
商
工
会
議

所
後
援
、
京
都

国
連
寄
託
図
書
館
協
力
に
よ
る
。

②
「
立
命
館
創
始
一
三
〇
年
・

学
園
創
立
一
〇
〇
周
年
記
念

写
真
が
語
る

二
〇
世
紀

目
撃
者
」

（
２
０
０
０
・
５
・
２５
〜
６
・
１５
）

Ｂ
Ｋ
Ｃ
ア
ク

ロ
ス
ウ
ィ
ン

グ
一
階
に
お

い
て
、
標
記

写
真
展
が
開

催
さ
れ
た
。

本
学
国
際
平

和
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
、
朝
日

新
聞
社
主
催
、

（
社
）
日
本
写

真
協
会
、
日

本
写
真
家
協

会
、
滋
賀
県
、
大
津
市
、
草
津
市
後
援
、
富

士
写
真
フ
ィ
ル
ム
、
凸
版
印
刷
、
キ
ヤ
ノ
ン

販
売
協
賛
、
日
本
航
空
協
力
に
よ
る
。

心
理
・
教
育
相
談
セ
ン
タ
ー
を
衣
笠

キ
ャ
ン
パ
ス
内
、
志
学
館
一
階
に
開
設

し
ま
し
た
。
当
面
は
、
校
友
の
方
、
お

よ
び
ご
家
族
の
方
な
ど
立
命
館
学
園
関

係
者
を
対
象
と
し
て
、
発
達
相
談
、
教

育
相
談
、
家
族
相
談
な
ど
を
行
い
ま
す

（
有
料
）。
予
約
は
電
話
で
受
付
け
て
い

ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

二
〇
〇
〇
年
度
の
相
談
日
は
次
の
と

お
り
で
す
。

■
相
談
時
間

﹇
木
曜
日
・
金
曜
日
﹈
午
後
一
時
〜
七
時

※
受
付
は
午
後
六
時
ま
で

■
予
約
受
付

﹇
月
〜
金
曜
日
﹈
午
前
九
時
〜
一
一
時

午
後
一
時
〜
五
時

■
問
い
合
わ
せ

﹇
電
話
﹈

０
７
５
（
４
６
６
）
３
４
３
０
ま
で

心
理
・
教
育
相
談
セ
ン
タ
ー
の
開
設
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武田 美保（OG）・藤井 来夏（OG）・米

田祐子（OG）

スケート部（スピード）

■第47回都道府県対抗ショートトラック

スピードスケート選手権大会

500m   3位：神野由佳（文1）

ソフトテニス

■平成12年度関西学生ソフトテニス春季リ

ーグ

（男子） 5位（1勝4敗）

（女子） 5位（1勝4敗）

男子ソフトボール部

■春季リーグ戦　4位 （2勝3敗）

女子ソフトボール部

■第32回春季関西学生ソフトボールリーグ

7位

卓球部

■春季関西学生卓球リーグ戦

男子：3位（3勝2敗）

女子：4位（2勝3敗）

軟式（準硬式）野球部

■関西六大学リーグ　1位（8勝2敗）

日本拳法部

■第4回西日本拳法選手権大会　団体：3位

女子バスケットボール部

■第49回西日本学生バスケットボール選手

権大会　　4位

バドミントン部

■春季リーグ戦

男子：準優勝（4勝1敗）

女子：優勝（5勝0敗） [2季連続4回目]

バレーボール部

■平成12年度春季リーグ戦　　準優勝

ハンドボール部（男子）

■関西学生春季リーグ　　8位（2部降格）

ハンドボール部（女子）

■関西学生春季リーグ　　4位

フェンシング部

■第50回フェンシングリーグ戦

男子総合順位：優勝

女子総合順位：準優勝

ホッケー部（男子）

■春期リーグ戦

優勝（11季ぶり3度目）

男子陸上競技部

■水戸国際陸上競技大会兼シドニーオリン

ピック大会日本代表選手選考競技会

（男子） 800ｍ：1位 笹野浩志（営3）

女子陸上競技部

■第77回関西学生陸上競技対校選手権

総合：3位

学生の
スポーツ＆イベント

イ ベ ン ト ・ ガ イ ド
問い合わせ先：学生センター

075-465-8141

アコースティックギターサークル

アコースティックギターライブ

7月13日（木）18：00～

BKCリブロスペース
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アーチェリー部

■第40回関西学生アーチェリーリーグ戦

（男子）：準優勝

■第35回関西学生アーチェリーリーグ戦

（女子）：5位

アメリカンフットボール部

■長浜ボウル　4／29 

○18－10× 京都大学 （長浜ドーム）

■学園創立100周年国際交流試合　5／12

○23－17× ブリティッシュコロンビア大

（西京極競技場）

■関西学生大会 フラッシュボウルシリーズ

5／21

○46－17× 甲南大学（西宮スタジアム）

空手道部

■第38回西日本空手道選手権大会

男子：ベスト16

■第13回西日本空手道選手権大会

女子：準優勝（西日本初入賞）

※第2回世界大学空手道選手権（7月 京都）

出場決定選手

（男子）

組手 66ｋｇ級：大田正彦（産4）

形個人：宮国淳（法4）

硬式野球部

■関西学生野球春季リーグ　　優勝

ゴルフ部

■関西学生男子連盟杯

1位：吉川拓哉（営4）

■関西学生女子春季学校対抗戦

準優勝→全日本女子リーグ出場権獲得

■関西学生男子学校対抗戦　　4位

■関西女子アマチュアゴルフ選手権

8位タイ：田中瑞代（政3）

10位タイ：永井奈都（営1）

剣道部

■第15回西日本女子学生剣道大会

ベスト8

サッカー部

■第10回関西学生サッカー春季リーグ

準優勝

自転車競技部

■第2回全国学生自転車競技クリテリウム大会

男子：3位 向川尚樹（産2）

■西日本学生選手権大会

男子：4000ｍ団体追抜き／1位

辻貴光（産1）（4分48秒29）

女子：3000ｍ個人追抜き／1位

長野さなえ（産2） （4分18秒74）

射撃部

■第47回全関西ライフル射撃選手権大会

総合団体：優勝

重量挙部

■第46回全日本ウェイトリフティング選手権

大会兼第12回全日本女子ウェイトリフティン

グ選手権大会（横浜・磯子スポーツセンター）

男子：69kg級／1位 大垣公（営3）

男子：94kg級／3位 冨田久高（産4）

女子：63kg級／1位 有吉光代（産3）

水泳部（シンクロ）

■シンクロ予選会

（チーム）フリールーティーン：2位→五輪

出場権獲得

磯田 陽子（産4）・米田 容子（営3）・江

上綾乃（営3）

学生の
スポーツ＆イベント

ス ポ ー ツ ・ ガ イ ド
問い合わせ先：スポーツ強化センター

075-465-7863

＜主な試合結果＞



＊立命館創始130年・学園創立100周年記念ＡＰ
Ｕ開学式典は、日・中・韓国の楽器によるオーケ
ストラアジアのオープニング演奏で始まった。続
いて小梶由美子さんのピアノ伴奏でバリトンの片
桐直樹さんが校歌を独唱、これに校友の声が和し
ていく。校友大会は、伍芳さんの古筝の演奏、大
野実佐子さん・風流打楽祭衆の民謡と、いずれも
音楽が中心。フィナーレは小室等さん・ばんばひ
ろふみさん・杉田二郎さんのかつての青春の歌。
私の学生時代にはとても想像できない感激の式典
だった。 （尾）

＊今年大学4回生の息子は、新学期が始まってす
ぐからほとんど毎日のように、会社説明会だのセ
ミナーだのと忙しく走り回っている。最近は就職
活動もインターネットの時代になったようだ。履
歴をメール送信し、書類選考を受けて説明会や面
接の日程を受け取る。「ネット面接」を実施してい
る企業もあり、好評だという。学生が緊張するこ
となく充分に自己PRができるという配慮があるよ
うだ。コンピュータというと非人間的な印象があ
るが、これからはより人間性を豊かにする使われ
方が課題となるだろう。息子は金太郎さんのよう
なサラリーマンになってほしい。 (M.K.)

＊去る3月の、私の立命館関係の予定…、3日・昨
秋実施の「法務実習司法書士プログラム」の反省
会、4日・今年9月の法学部創立百周年記念事業に
向けての法学部同窓会設立準備会、16日・広報委
員会でこの「りつめい」201号の編集会議、20
日・卒業式で学生法律相談部（この8月にＡＰＵ
のある別府市で夏期移動法律相談を行うサークル
です）のＯＢ会長として新ＯＢを迎える会、等々
…。本業以外の仕事が多くて自称「多重『会務』
者」（！）の気分もしますが…。やはりこの季節
「青春」の息吹を感じて爽やかな気分になり、また
キャンパスへ足を運んでしまうこの頃です。

（宮西徳明）

叙勲　2000年度春分
□勲三等旭日中綬章
小橋一郎氏（昭20法文）
同志社大学名誉教授
□勲三等瑞宝章
越賀英次氏（昭28法）
法務行政

赤木文生氏（昭29法）
元日弁連副会長
□勲四等旭日小綬章
井上 治氏（昭26専文）
地方自治

北尾寛治氏（昭28法）
裁判所事務

□勲四等瑞宝章
池田昭典氏（昭27経済）
地方自治

中西幸雄氏（昭27文）
教育

淡路修和氏（昭28法）
検察事務

永井 淳氏（昭28理工）
教育

前田有二氏（昭29法）
郵政事業

坪内達雄氏（昭30法）
教育

佐藤輝雄氏（昭32法）
税務行政事務
□勲五等双光旭日章
杉浦良夫氏（昭23専工）
地方自治

亀田八良氏（昭27文）
更正保護

中野真爾氏（昭31法）
地方自治
□勲五等瑞宝章
和田新平氏（昭19専法経）
専門工業振興

内藤繁治氏（昭21専法）
環境衛生

島田泰男氏（昭22専工）
更正保護

平田正和氏（昭22専法経）
環境衛生

北角嘉邦氏（昭23専工）
通産行政事務

田中善幸氏（昭24専工）
建設行政事務

酒井昭夫氏（昭26経済）
教育

福井満夫氏（昭26経済）
教育

海津吉男氏（昭27法）
教育

稲葉源三郎氏（昭28法）
人権擁護

金村正敏氏（昭28経済）
中小企業振興
□勲六等単光旭日章
佐土敬一氏（昭24専法経）
消防
□勲七等青色桐葉章
大谷一如氏（昭32法）
警察

褒章 2000年度春分
□黄綬褒章
大石秀雄氏（昭30経）
箔押師

藤井 勇氏（昭37法）
文化財保存修理業務
受賞
□文部大臣奨励賞
大石倫子氏（昭60文）
工業英語能力検定試験１級トップ合格
就任
□奥田登志男氏（昭45法）
京都府宇治地方振興局長

□東 昌司氏（昭46法）
京都府立医大事務局長

□西 晴行氏（昭42理工）
京都市都市計画局長

□野嶋久暉氏（昭40理工）
京都市建設局長

□大槻 泰氏（昭45法）
京都市中京区長

□長谷川正博氏（昭41文）
京都市文化市民局理事

□瀬戸正治氏（昭40経済）
京都市水道局長

□原田一郎氏（昭39理工）
京都市消防局長

□杉原和彦氏（昭42法）
京都市交通局次長

□田中 潤氏（昭39法）
京都府亀岡市助役

□小倉勝芳氏（昭40経済）
日本電子計算（株）社長

□柏原一彦氏（昭43経営）
日本電算シンポ（株）社長
訃報
□宮崎辰雄氏（昭11大専法）
元神戸市長。2月22日ご逝去。88歳。

□天野和夫氏
元立命館総長。3月23日ご逝去。76歳。

りつめい4月号（No.200）の下記項目に誤りがあ
りました。ここに訂正してお詫びいたします。
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編集室から
I N F O R M A T I O NI N F O R M A T I O N

校友会・グループ インフォメーション

校友消息（判明分）

尾　　敬則�

校友会・グループ 日 時 会 場 問い合わせ先

◆岡田 勉氏（昭34理工）著
『現場の油圧技術－メンテナンス
とトラブル対策－』
日刊工業新聞社＊２７００円

◆ 藤田友治氏（昭48院文修）編著
『前方後円墳
－その起源を解明する－』
ミネルヴァ書房 ＊３５００円

◆小島 亮氏（昭54文）著
『ハンガリー知識史の風景』
風 媒 社 ＊ ２ ２ ０ ０ 円

◆菅下清廣氏（昭44経済）著
『99％の敗者 １％の勝者－先を読
んで儲ける人 読めずに損する人』
日本工業新聞社＊１４２９円

BOOKS 校友会へご恵贈下さいました本の中から紹介させていただいております。

価格は本体価格です。

滋賀県校友会総会 7／ 1（土） 11：00 ホテルボストンプラザ草津 山形毅 077(521)2846
新潟県校友会総会 7／ 1（土） 15：00 ホテル新潟 大西淳 025(274)9155
愛媛県校友会総会 7／ 1（土） 18：00 松山ワシントンホテル 石田二朗 089(924)0045
神奈川県校友会総会 7／ 2（日） 14：00 崎陽軒本店 長谷川貞栄 045(933)4662
秋田県校友会総会 7／ 8（土） 14：00 三井アーバンホテル秋田 兜森勲夫 0188(62)3854
岐阜県校友会総会 7／ 8（土） 17：00 長良川ホテル 折戸優兒 0582(51)2242
熊本県校友会総会 7／ 8（土） 17：00 ホテルニューオータニ熊本 飯田俊之 096(322)2566
山口県周南地区校友会総会 7／ 8（土） 18：00 ホテルサンルート徳山 小西よし子 0833(41)0412
応援団50周年記念総会 7／ 8（土） 13：30 都ホテル 内田太一 075(701)3471
群馬県校友会総会 7／ 9（日） 14：00 マーキュリーホテル 石橋博 027(344)4560
尼崎市役所比叡会総会 7／14（金） 18：00 ホテルニューアルカイック 樋上恭司 06(6489)6447
大阪校友会総会 7／14（金） 18：30 ホテル阪急インターナショナル 池田芳幸 06(6375)6148
福島県校友会総会 7／20（祝） 14：00 郡山ビューホテルアネックス 樽井一治 0247(77)3039
富山県校友会総会 7／22（土） 15：00 名鉄トヤマホテル 小川輝久 0764(31)9726
島根県校友会総会 7／23（日） 13：30 ホテル宍道湖 栗原義和 0852(22)2980
兵庫県校友会総会 7／29（土） 12：00 新神戸オリエンタルホテル 中野友擴 06(6429)9908
写真研究会OB会カメラハイク 7／29（土） 9：30 滋賀県立琵琶湖博物館他 岡本朗 075(921)0823
ALL立命館交流パーティーin慶祥 8／26（土） 13：00 立命館慶祥高校 立命館慶祥高校 011(381)8888
広島県校友会総会 9／ 9（土） 17：00 八丁堀シャンテ 松島哲也 082(814)8839
法学部創立百周年記念式典 9／22（金） 13：00 衣笠キャンパス 法学部事務室 075(465)8175
経済学部同窓会総会 11／11（土） 15：00 びわこ・くさつキャンパス 教務センター経済077(561)3940


